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;i資 ii

[~料 ii不
当
労
働
行
為
制
度
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
「
権
利
」

の

性

質

二

ー

i
N
L
R
B
の
手
続
か
ら
の
考
察
!
|

道

〈
白庁

第
三
平
ワ
グ
ナ

1
法
上
の
全
国
労
働
関
係
局

(
N
L
R
B
)

第
一
節
独
立
規
制
委
員
会
制
度
の
成
立
基
盤
と
特
徴

第
二
節
ワ
グ
ナ
l
法
上
の

N
L
R
B
(以
上
、
二
六
巻
三
号
)

第
二
章
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ

l
法
上
の
全
国
労
働
関
係
局

(
N
L
R
B〉

第
一
節

N
L
R
B
の
手
続

第
二
節
命
令
の
司
法
審
査

第
一
款
緊
急
救
済
制
度

第
二
款
命
令
の
執
行

第
三
節

N
L
R
B
の
機
構
ハ
以
上
、
本
号
)

第
三
章
申
立
人
の
手
続
上
の
「
権
利
」
を
め
ぐ
る
判
例
理
論

次
〉

幸

哲

也
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料

第
二
章

タ
フ
ト
・

ハ
ー
ト
レ

i
法
上
の
全
国
労
働
関

係
局
ハ
N
L
R
B
)

資

N
L
R
B
が
不
当
労
働
行
為
の
救
済
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
か
ら
す
で

に
四

O
年
が
す
ぎ
た
。
そ
の
問
、

N
L
R
B
は
多
く
の
裁
定
を
下
し
労
使
間

の
ル
l
ル
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。
同
時
に
、
立
法
に
よ

り
、
も
し
く
は
規
則
制
定
を
通
じ
て
、
迅
速
且
つ
効
果
的
な
救
済
の
た
め

に、

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
は
次
第
に
整
備
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
っ

た
。
ワ
グ
ナ
l
法
期
に
お
け
る
こ
の
過
程
は
、
前
章
で
検
討
し
た
と
お
り
で

あ
る
。そ

こ
で
、
本
章
は
、
前
章
を
ふ
ま
え
て

N
L
R
B
の
現
行
の
手
続
・
機
構

を
詳
細
に
検
討
し
、
そ
こ
で
い
か
な
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
か
を
あ
き
ら
か

に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

N
L
R
B
に
よ
る
事
件
処
理
に
申
立
人
は
ど
の
程

度
関
与
し
う
る
か
、
と
の
本
稿
の
課
題
達
成
の
た
め
に
不
可
欠
な
予
備
作
業

で
あ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
申
立
人
の
手
続
上
の
権
利
が
N

L
R
B
の
全
手
続
の
ど
の
段
階
で
問
題
と
な
り
、
そ
れ
が
他
の
関
係
者
の
諸

権
利
と
い
か
に
関
連
す
る
か
、
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
さ
ら

に、

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
を
詳
細
に
論
じ
た
郭
語
文
献
が
み
あ
た
ら
な

い
の
で
、
本
章
に
は
、
そ
れ
な
り
の
資
料
的
価
値
あ
り
、
と
も
思
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
す
れ
ば
、
本
章
に
お
い
て

は
、
行
政
規
制
を
う
け
る
「
被
申
立
人
」
の
手
続
上
の
権
利
が
考
察
対
象
と

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
主
要
な
論
点
と
な
る
の
は
、
適
法
手
続
の

保
障
と
迅
速
且
つ
効
果
的
な
政
策
遂
行
と
い
う
対
立
す
る
二
つ
の
要
請
を
い

か
に
調
整
す
る
か
、
の
河
題
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
本
章
の
問
題
関
心
は
多

く
の
論
者
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
具
体
的
検
討
に
は
い
る
前
に
、

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
に
関
し

て
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ

l
法
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
点
を
あ
ら
か
じ
め
簡
単
に

ハ
l
v

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
機
構
に
つ
い
て
。
第
一
に
、

N
L
R
B
の
権
限
は

局
委
員
会

(∞
co三
)
と
事
務
総
長

(
C
S
O
B
-
n
2
5
0一
〉
と
に
二
分
さ
れ
、
判
定
は
前

者
、
告
発
は
後
者
の
排
他
的
権
限
と
定
め
ら
れ
た
(
三
条
仙
〉
。
第
二
に
、
比
口

発
に
関
す
る
指
揮
命
令
系
統
は
事
務
総
長
の
下
に
一
本
化
さ
れ
た
。
第
一
一
一

が
廃
止
さ
れ
、
各
委
員
毎
に
法
律
補

に
、
審
査
諒

(問。〈
M
O耳

切

-ontcロ)

佐
官
(
}
ぬ
岡
山
一

E
Z
Z口
同
〉
が
配
属
さ
れ
た
(
四
条
例
)
。
第
四
に
、
局
委
員

会
の
委
員
数
が
三
名
か
ら
五
名
に
増
員
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
な
い
、
パ
ネ
ル

(
宮
口
乙
〉
シ
ス
テ
ム
が
世
帯
入
さ
れ
、
局
委
員
会
は
、
三
名
の
委
員
よ
り
構
成

さ
れ
る
パ
ネ
ル
に
判
定
権
能
を
移
譲
し
う
る
、
と
定
め
ら
れ
た
(
一
一
一
条
川
〉
。

第
一
、
第
三
の
措
置
は
手
続
の
公
正
化
の
た
め
、
第
二
、
第
四
の
措
置
は
、

北法26(4・132)722
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増
加
を
す
る
事
件
を
効
果
的
に
処
理
す
る
た
め
、
と
い
わ
れ
る
。

次
に
、
手
続
に
つ
い
て
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
機
構
に
関
し
な
さ
れ
た

よ
う
な
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
改
正
を
み
な
い
。
最
大
の
改
正
点
は
、
緊
急
救
済

制
度
の
導
入
で
あ
る
こ

O
条

ω・
川
)
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
緊
急
な
事

件
処
理
が
特
に
必
要
な
場
合
に
、

N
L
R
B
が
直
接
(
命
令
を
出
す
こ
と
な

く
〉
連
邦
地
裁
に
不
当
労
働
行
為
の
差
止
を
求
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
に

い
た
っ
た
。

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

そ
の
他
の
改
正
点
と
し
て
は
、
以
下
が
あ
げ
ら
れ
る
。
①
申
立
の
六
ヶ
月

以
前
に
な
さ
れ
た
不
当
労
働
行
為
に
対
し
て
は
救
済
請
求
状
を
発
布
し
え
な

A

4

)

 

ぃ
、
と
い
う
mm
斥
期
間
に
関
す
る
規
定
が
創
設
さ
れ
た
こ

O
条
刷
〉
。
②
手

続
の
公
正
化
の
た
め
に
、
審
問
時
に
は
連
邦
地
裁
で
使
用
さ
れ
て
い
る
民
事

訴
訟
規
則
が
可
能
な
か
ぎ
り
適
用
さ
れ
る
べ
し
、
と
定
め
ら
れ
た
〈
一

O
条

刷
)
。
ま
た
、
当
事
者
か
ら
の
申
請
が
あ
れ
ば
、

N
L
R
B
は
罰
則
附
召
喚
状

(Eσ
℃

cg乙
を
原
則
と
し
て
発
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
こ

一
条

ω)。
③
裁
判
所
を
拘
束
す
る
局
委
員
会
の
事
実
認
定
は
、
「
実
質
的
証

拠

(
E
Z
Z
=江
主
ミ
正
2
5〉
」
に
基
づ
い
た
時
に
の
み
認
め
ら
れ
る
と
定

(
6
X
7
v
 

め
ら
れ
た
(
一

O
条
例
〉
。

〈
1
〉
こ
の
問
題
を
直
接
論
じ
た
文
献
は
以
下
で
あ
る

oz-〉
-FZ耳
目

J
，
Z
Z
ω
H
F
O
E
-
Uず
2

m
己主
D
E
回
0

ロ
丘
町
8
5
巧
ω
間口

q
g

吋
防
止

i
Z
2
2
3・
〉

ωZι
可

古

叫

，

g
g
E
Cロ
Eι

〉
仏
民
主
民
芯
ロ
¥
匂

同りぬ《日
2
m】
回
ω
円
]
C
E
-
ロ乙
w

〈

C
}

也・(一出品目山)官官・

ω一印
l
l，
ω印由・

k
r
H
t
ω
件。
Be
£〉ロロ
O
件白色。ロー、
H，
Z
F
Zぺ
豆
自
白
間

g百
三

(
斗
血
『
?
出

R
Z
q〉

kra--uhp吋・

E
L
芹

Z
L
P
a
Dロ円

7
0
2
%
5
5
一

c
r
2
F
F
2
9
2
っ
さ
m
z
q〉
〉
停
泊
二
芯
〉

5
・
3
・↓

AQT

で
玄
印
・一ω

会

〉

5
5
-
F℃
D
ユ
ミ

Z
F
m∞
-
(
一
定

8

3・一
i
一一

(
2
〉
か
よ
う
な
完
全
な
内
部
分
離
の
構
想
は
、
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ

l

法
立
法
時
に
お
け
る
下
院
法
案
(
国
-m-ωCMO〉
と
上
院
法
案

3
・

一
一
日
目
)
と
の
妥
協
の
唐
物
と
い
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
下
院
法
案

は
、
完
全
な
権
能
分
離
を
実
現
す
る
た
め
に
、

N
L
R
B
を
廃
止

し
、
判
定
権
能
を
ピ
r
2
7向自白問。
5
2同
F
E
Z
E
∞
2
E
に、

告
発
権
能
を
〉
骨
昔
話
宮
昨
日

o
h
s
o
Z
F
M
G
に
そ
れ
ぞ
れ
付
与

し
よ
う
と
し
て
い
た
。
一
方
、
上
院
法
案
は
、
ワ
グ
ナ
l
法
上
の

N

L
R
B
の
温
存
を
は
か
つ
て
い
た
(
も
っ
と
も
、
審
査
課
の
廃
止
等

の
定
め
は
あ
っ
た
)
。
こ
の
立
法
経
緯
に
つ
き
詳
し
く
は
、
戸
間
一
ω
戸百

三、
H

，yo
、
口
『
仲
l
出
向
弓
門
戸
ミ
開
封
芳
江
ヨ
色
丹
古

ω命
日
】
ロ
司
国
三

O
E
C
{
Z
「
問
∞

司ロロ円巴
D
ロ
ω
-
Z
H
口内山口込ユ
ω]
釦ロ円四円白
σ
C
円
河
乙
白
同
一
。
3
ω
H
N宮、
2
4
F
〈

O

一

二
三
回
印
∞
)
宅
・

ω31ω
吋
∞
を
み
ら
れ
た
い
。

(
3
)
ω
Z
2・
0
官
-
n
X
J
3
-
一
4
2
1一品目・

(
4
〉
ワ
グ
ナ
l
法
下
に
お
い
て
は
、
怠
慢
公
定

Zω
〉
の
法
理
で
処
理

さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

(
5
)

ワ
グ
ナ
l
法
下
に
お
い
て
、

N
L
R
B
は
、
被
申
立
人
か
ら
の
罰

則
附
召
喚
状
の
発
布
申
請
を
な
か
な
か
認
め
ず
、
他
方
、
地
方
法
務

官
か
ら
の
そ
れ
を
比
較
的
安
易
に
認
め
て
い
た
。
本
改
正
は
、
取
扱

い
の
不
平
等
の
是
正
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ワ
グ
ナ

ゴと法26(4・133)723



料

-
法
下
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
。
・
ヨ
「
-
P
E
I

B
o
a
-
R
巧

70
件。
0
2
5
g
回

目

町

p
o
n
o仏
E
R
Z
h
O
B
p
o

zv何
回
・
之
さ
n
y
F
笹
口
亡
者

F
5
2・〈
O
一-全

(
-
U
A
ω

〉
宅
・
町
一
品
『
|

町
二
・
を
み
ら
れ
た
い
。

(
5
)
も
っ
と
も
、
最
高
裁
は
、
ワ
グ
ナ

l
法
期
に
お
い
て
す
で
に
裁
判

所
を
拘
束
す
る
「
証
拠
」
と
は
「
実
質
的
証
拠
」
で
あ
る
旨
判
示
し

て
い
た
(
の
C
ロ
mo--ιpgL
開
仏
2
0
ロ
の
0
・〈
-
Z
F
m∞・

ω
O印

C
-
ω
・

一
句
(
一
回
ω∞
)
え
-
M
M
U
)
。
そ
の
点
で
は
、
本
改
正
は
、
判
例
の
追
認

に
す
ぎ
な
い
と
い
え
よ
う
。

(
7
)

そ
の
後
、
一
九
五
九
年
の
ラ
ン
ド
ラ
ム
・
グ
リ
ア
ィ
ン

(
C
E
l

E
Bー
の
ユ
岳
ロ
)
法
に
よ
っ
て

N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
に
つ
き
以

下
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。

①
局
委
員
会
は
、
代
表
選
挙
遂
行
の
権
限
を
地
方
支
局
長
に
委
任

し
う
る
と
さ
れ
た
ハ
タ
フ
卜
・
ハ
ー
ト
レ
l
法
三
条
刷
)
。
ラ

γ
ド
ラ

ム
・
グ
リ
フ
ィ
ン
法
七

O
一
条
刷
。

②
事
務
総
長
欠
員
の
場
合
に
、
大
統
領
に
代
理
を
任
命
す
る
権
限

を
付
与
し
た
(
タ
・
ハ
法
三
条
凶
)
。
ラ
・
グ
法
七

O
三
条
。

③
「
ホ
ッ
ト
カ
ル
ゴ
」
及
び
組
合
承
認
の
た
め
の
ピ
ケ
ッ
ト
に
関

す
る
申
立
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
第
二
次
ボ
イ
コ
ッ
ト
事
件
の
場
合

と
同
様
に
迅
速
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
(
タ
・
ハ

法
一

O
条
川
〉
。
ラ
・
グ
法
七

O
四
条
刷
。

④
差
別
待
遇
及
び
差
別
待
遇
の
強
要
事
件
に
つ
き
、
迅
速
に
処
理

す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
(
タ
・
ハ
法
一

O
条
例
)
。
ラ
・
グ
法
七

O
六
条
。

資

第

節

N
L
R
H口
の
手
続

本
節
で
は

N
L
R
B
の
現
行
手
続
を
事
件
処
理
の
手
順
に
従
っ
て
検
討
す

る
o
N
L
R
B
の
現
行
手
続
は
、
ワ
グ
ナ
l
法
上
の
そ
れ
と
大
き
く
異
る
こ

北法26(4・134)724

と
は
な
い
が
、
前
述
の
と
お
り
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ

l
法
に
よ
り
若
干
の
修

正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
現
行
手
続
の
全
体
像
を
知
る
た

め
じ
そ
の
概
略
を
左
に
図
示
し
て
お
い
た
。
な
お
、
本
節
に
お
い
て
は
、

N

節
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

L
R
B
の
内
部
手
続
だ
け
を
対
象
と
し
、
命
令
の
司
法
審
査
に
つ
い
て
は

>:i;-働組合のある種の不当背圃

行為の場合に暫定的蓋止命令

の申請

申立 (charge)

調査 (investigation)

~\\ 
〈不当労働行為を構成しない場合不当労働行為を憐成する場合〕

取下げ (withdrawal) 任官解決 (settlement)

却下 (dismI醐 1)

救済諸求状 (complaint)の尭布

〉緊急措Eを必要とする不当労

働行為の場討に暫定的韮止命

令の申請

審岡山田口ng)

中間線告 Cintermediate陀田川

局番目告の韓定

〆/、¥¥¥、

取消訴訟 敏行力付与の申騎

虫学問侮辱手続



〈
1
)
N
L
R
B
の
手
続
・
機
構
に
関
す
る
最
も
著
名
な
文
献
は
、

H
h
-

。.2
-
s
p
t四
d
Z
0
4
Z
H，
泊
目
指
ロ
〈
リ

E
σ
r
m『

0
5
F
o
Z弘
F
O
E
-

E
r
c
H
同
州
己
主
芯
ま
切
00丘
・
(
ω

三
-
E・
σ可
欠
・
。
・
宮
町
の
己
ロ
2
p

一
回
目
。
で
あ
る
。
本
稿
も
こ
れ
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
手

軽
な
解
説
書
と
し
て
は
、
↓
・
の
官
自
B
Z
F
除
問
・
。
-
V
白
色

T

E
E
F
H
ν
E
n丘町。

E
M
L
$
0
2
仏
E
B
Z
F円
。
子
。

za-o口
問
}
戸
。

ro門

知
己
白
色

D
g
∞E
己
・
(
一
回
目
白
)
が
あ
る
。

同

H 

申
立
(
円
一
百
円
凶
作
)

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

不
当
労
働
行
為
が
な
さ
れ
た
、
も
し
く
は
な
さ
れ
て
い
る
と
思
料
す
る
者

は
「
誰
で
も

(ω

ミ
湾
2
2と
そ
の
旨
を
不
当
労
働
行
為
が
な
さ
れ
て
い

ハ
2

〉

る
土
地
を
管
轄
す
る
地
方
支
局
長
(
湾
問
芯
E
一
仏
町
2
8る
に
対
し
て
申
立
て

う
る
。
こ
れ
が
手
続
開
始
の
端
緒
と
な
る
。

申
立
主
体

特
別
の
申
立
「
権
」
者
と
い
う
も
の
は
存
せ
ず
、
利
害
関
係
の
な
い
第
一
一
一

(
S
V
 

者
〈
a
Bロ
向
。
円
)
の
申
立
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
は
、
申
立
は
、
刑
事

訴
訟
法
上
の
告
発
と
類
似
し
て
お
り
、
不
当
労
働
行
為
を
当
事
者
主
義
的
に

処
理
す
る
日
本
法
上
の
処
理
の
仕
方
と
は
大
き
く
異
る
。
も
っ
と
も
、
運
営

の
実
際
に
お
い
て
は
、
申
立
を
な
す
者
は
、
不
当
労
働
行
為
に
よ
っ
て
自
ら

の
利
益
を
害
さ
れ
た
者
な
い
し
組
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
相
違
は

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
申
立
は
あ
く
ま
で
も
調
査

の
端
緒
に
す
ぎ
ず
、

N
L
R
B
は
救
済
請
求
状
の
発
布
に
つ
き
無
限
定
に
近

い
裁
震
を
有
す
る
の
で
戸
後
述
〉
、
申
立
「
権
」
者
を
広
く
認
め
る
こ
と
に
よ

る
弊
害
(
濫
訴
の
危
険
性
)
は
、
あ
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

申
立
「
権
」
者
に
関
す
る
か
よ
う
な
定
め
方
は
、
ア
メ
リ
カ
法
全
体
の
中

で
占
め
る
不
当
労
働
行
為
制
度
の
位
置
と
密
接
に
関
連
す
る
と
い
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
憲
法
上
連
邦
の
規
制
権
限
は
、
州
の
そ
れ
に
比
し
て

極
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
労
使
関
係
規
制
は
原
則
と
し
て
州
の
権

限
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
労
働
運
動
の
大
規
模
化
、
州
際
化
等
に
伴
な

い
連
邦
の
労
使
関
係
規
制
が
次
第
に
必
要
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で

連
語
、
州
際
通
商
規
制
事
根
拠
に
し
て
労
使
関
係
規
制
を
開
始
し
た
。

当
初
、
最
高
裁
は
、
労
使
関
係
規
制
、
と
り
わ
け
団
結
権
保
障
政
策
と
州
際

《

V
O
》

通
商
規
制
と
の
関
連
を
容
易
に
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
が
、
一
九
一
一
一

O
年

の
テ
キ
サ
ス
・
ニ
ュ
l
オ
リ

γ
ズ
鉄
、
主
怠
対
鉄
道
・
汽
船
職
員
友
愛
会
事

〔

6
〉

件
で
始
め
て
両
者
の
関
連
を
認
め
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
際
、
州
際
通
商
の

円
滑
化
の
た
め
に
は
労
使
紛
争
の
平
和
的
調
賓
が
不
可
欠
で
あ
り
、
「
団
交
の

た
め
の
代
表
者
選
出
の
自
由
」
が
そ
の
平
和
的
調
整
の
前
提
と
な
る
、
と
判

北法26(4・135)725

示
し
た
。
ワ
グ
ナ
l
法
上
及
び
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ
I
法
上
の
不
当
労
働
行

(
7
v
 

為
制
度
は
、
か
よ
う
な
見
解
を
う
け
つ
い
だ
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
不
当
労
働
行
為
の
禁
止
に
つ
い
て
も
州
際
通
商
の
円
滑
化
の
た
め
の



恥

F

措
置
と
の
構
成
が
と
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
不
当
労
働
行
為

制
度
は
、
た
し
か
に
労
使
双
方
に
そ
れ
ぞ
れ
「
権
利
」
「
義
務
」
を
課
し
た

も
の
に
は
ち
が
い
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
州
際
通
商
の
円
滑
化
と
い

う
「
公
益
」
の
要
請
に
由
来
す
る
、
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
申

立
に
つ
き
公
衆
訴
追
的
手
続
が
採
用
さ
れ
た
主
要
な
理
由
が
存
し
た
と
い
え

資

ょ
う
。
不
当
労
働
行
為
則
公
益
侵
告
と
の
図
式
が
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
図
式
が
不
当
労
働
行
為
で
保
護
さ
れ
る
権
利
は
公
権
守
c
Z
E

ユm
r
C
で
あ
る
と
の
理
論
に
速
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
こ
こ
で
例
外
的
に
申
立
「
権
」
が
な
い
者
が
い
る
こ
と
を
指
摘
し

て
お
き
た
い
(
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
そ
の
者
の
「
申
立
」
に
基
づ
い
て
救

済
誌
求
状
の
発
布
は
な
し
え
な
い
、
と
の
意
味
で
あ
る
)
。
そ
れ
は
、

N
L
R

B
自
身
と
特
定
の
共
詑
主
義
者
も
し
く
は
共
産
主
義
者
の
影
響
を
う
け
て
い

る
労
働
組
合
で
あ
る
。

N
L
R
B
は、

自
己
の
発
意
で
調
査
を
凶
始
し
え
な
い
。

」
れ
は
、
「
申

立
」
が
な
さ
れ
な
い
か
、
ぎ
り
事
務
総
長
は
救
済
請
求
状
を
発
布
し
え
な
い
こ

(
8〕

と
を
意
味
す
る
。
公
衆
訴
追
的
手
続
を
と
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独

自
に
救
済
請
求
状
を
発
布
し
え
な
い
と
こ
ろ
に
他
の
独
立
規
制
委
員
会
に
な

〈

9
〉

い
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
限
度
で
行
政
庁
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
制
限
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
か
よ
う
な
指
置
が
と
ら
れ
た
理
由
は
そ
れ
ほ
ど
あ

き
ら
か
で
は
な
い
。

第
二
の
例
外
は

一
九
五
四
年
の
共
産
主
義
者
規
制
法

向
法
は
、
中
立
人
が
破
壊
活
動

((UOBBC巳
込

。
。
口
可
c
-
〉

au
に
よ
り
も
う
け
ら
れ
た
。

規
制
委
員
会

(ω
己
言
。
耳
目
話
〉

aizz
。。ロマ
D
-

∞E
邑
)
に
よ
り
次
の

(
刊
)

よ
う
な
組
合
も
し
く
は
個
人
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
者
の
市
中

立
に
基
づ
い
て
救
済
請
求
状
を
発
布
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。

①
共
産
主
義
者
の
強
い
影
響
を
う
け
た
組
合
。

②
共
産
主
義
の
前
衛
た
る

(
P
E
E
S
-
ω
仲

間

H
2
5
組
合
。

③
共
産
主
義
者
の
活
動
グ
ル
ー
プ

(
n
c
g
ヨ
E
E
〉
2
5ロ
の
B
巳
巴
た
る

組
合
a

④
前
衛
た
る
個
人
。

⑤
①
か
ら
①
ま
で
の
組
合
の
た
め
に
活
動
す
る
個
人
。

以
上
の
例
外
を
除
け
ば
あ
ら
ゆ
る
者
の
申
立
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
申
立
「
権
」
者
に
関
す
る
法
的
問
題
は
あ
ま
り
生
じ
て
い
な
い
。
も
っ

と
も
、
不
法
な
意
図
を
持
つ
者
も
し
く
は
不
法
な
行
為
を
し
た
者
の
申
立
も

認
め
ら
れ
る
べ
き
か
、
が
争
わ
れ
た
事
案
が
あ
る
。
同
事
案
に
つ
き
む
最
高

裁
は
、
「
通
報
者
C
ロ
『
0
5
2〉
の
邪
悪
な
性
格
、
不
穏
ま
た
は
不
法
な
動
機
も

し
く
は
悪
意
を
理
由
と
し
て
N
L
R
B
の
調
査
権
限
は
否
定
さ
れ
え
な
い
」

が
、
「
N
L
R
B
は、

申
立
を
い
か
に
処
理
す
べ
き
か
の
決
定
を
な
す
際
の

北法26(4・136)726



円
刊

M

V

資
料
と
し
て
当
該
非
違

(
E
ω
n
c
E
E
C
を
適
当
に
考
慮
し
え
る
」
と
、
判

示
し
た
。
妥
当
な
見
解
と
さ
れ
て
い
る
。

ω 

ω申
立
期
間

「
記
録
が
散
逸
し
、
証
人
の
い
く
え
が
わ
か
ら
ず
、
事
件
に
関
す
る
記
憶

が
あ
い
ま
い
に
な
っ
た
後
に
な
っ
て
か
ら
過
去
の
事
件
に
つ
い
て
争
う
こ
と

を
避
け
、
立
つ
、
既
存
の
交
渉
関
係
〈
『
凶
円
四
丘
三
コ
由
主
え

3
2
E官
)
を
安
定

(uv 

化
さ
せ
る
た
め
に
」
六
カ
月
の
申
立
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
申
立
人

は
、
不
当
労
働
行
為
が
な
さ
れ
て
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に
申
立
(
書
〉
を
被
申

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

立
人
に
送
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
期
間
経
過
後
の
申
立
は
却
下
の
対
象
と

な
匂
こ
れ
は
、
期
間
の
長
短
の
相
違
は
あ
る
が
、
日
本
法
上
の
措
置
と
そ

の
目
的
を
一
に
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

申
立
期
間
に
つ
き
生
ず
る
主
要
な
法
的
問
題
の
第
一
は
、
所
謂
「
継
続
す

る
行
為
」
に
関
す
る
。
こ
れ
は
、
違
法
な
組
合
保
障
条
項
や
会
社
に
よ
る

「
被
用
者
委
員
会
公
ヨ
ー
ミ
2
2
5
2
2
2〉
」
へ
の
支
配
介
入
の
事
案
を

中
心
に
争
わ
れ
て
い
る
。
第
二
は
、
申
立
六
ヶ
月
以
前
の
行
為
を
不
当
労
働

行
為
認
定
の
立
証
材
料
と
し
て
使
用
し
う
る
か
、
の
問
題
で
あ
る
。
裁
判
所

は
、
行
為
の
背
訟
を
立
一
証
す
る
一
証
拠
「
宮
共
同

5
5仏
内

i
r
E
R〉
と
し
て

は
使
え
る
が
争
点
を
直
接
に
立
証
す
る
証
拠
(
胃
D
S門
戸
正
宮
正
2
2
)
と
し

(
日
)

て
は
使
え
な
い
と
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

N
L
R
B
も
そ
れ
と

〈
日
間
〉

ほ
ぼ
同
一
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
証
拠
法
則
に
つ
き
あ
ま
り
デ
リ
ケ
ー
ト

で
な
い
我
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
種
の
問
題
が
正
面
か
ら
争
わ
れ
た
例
を
み

:
、
。

ゃ
I
1
l
L
Vω申

立
内
容

申
立
は
、
通
常
、
地
方
支
局
に
用
意
さ
れ
て
い
る
用
紙

Q
2
5乙
に
以
下

の
事
聖
書
き
こ
み
、
署
名
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
川
匂
①
被
申
立
人

の
氏
名
・
住
所
。
@
申
立
人
の
氏
名
・
住
所
。
中
立
人
が
労
働
組
合
の
場
合

に
は
上
部
団
体
た
る
全
国
組
合
も
し
く
は
国
際
組
合
の
名
称
・
住
所
。
③
不

当
労
働
行
為
を
構
成
す
る
事
実
。

こ
こ
で
、
「
請
求
す
る
救
済
の
内
容
」
が
申
立
書
の
必
要
記
載
事
項
に
含
ま

れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
い
。
思
う
に
、
当
事
者
主
義
的
手
続
を
と

ら
な
い
ア
メ
リ
カ
不
当
労
働
行
為
制
度
に
お
い
て
は
、
救
済
内
容
は
も
っ
ぱ

ら
「
公
益
」
の
立
場
か
ら
判
断
さ
れ
、

N
L
R
B
の
裁
量
の
問
題
と
し
て
処

理
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
申
立
人
が
救
済
内
容
に
つ
き

無
関
心
で
あ
る
わ
け
が
な
く
、

N
L
R
B
は
、
実
務
上
、
申
立
人
の
意
向
を

か
な
り
煮
視
し
て
救
済
を
な
寸
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
は
、
我
国
と
の

相
違
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
申
立
人
は
、
申
立
後
に
申
立
内
容
を
修
正
す
る
権
限
を
有
す

る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
前
述
し
た
申
立
期
間
と
の
関
連
が
問
題
と
な
る
。
つ
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表
と
な
っ
て
い
る
組
合
の
申
立
に
つ
き
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

(ロ
)
Z
F何
回
〈
-
T
L
Z
E
除
去
一
円
玄
聞
き
巴
宮
可
貯
の
0
・
d
ω
一
∞
己
目
印
'

∞
今
回
お
〉
凶
ご
∞
・
な
お
、

Z
F刀
∞
〈
・

HV・
4
ぐ

m
-
m
m
B
E
の
0

・
二
吋
C

M
り

.
E
U印
ツ
(
(
リ
〉

m
・
-
出
品
∞
)
も
ま
っ
た
く
同
旨
の
判
一
不
を
し
て

い
る
。

(
門
川

)
H
K
C
S
]
一品字句

HHdrBm品目
C
E
-
〉

E
G
R
E
t
-
E
D
[
宮
古
TFEm庁〈・

Z
F
H
N戸

ω四日

C
・
ω・
品
ご
(
呂
田
口
)
与
全
U

・

(
は
〉
一

O
条
刷
。
戸
戸
羽
一
O
M
-

玉・

(山川
)
Z
F
m
∞
戸
の
G
E丹
俸
の
戸
日
F
F
n
-
w
M
ω
一
吋
-
M
仏
日
目
ア
(
わ
〉

印頃一一
ω
山
田
)
ロ
円
山
田
山
・

(日
)
H
4
9
2
3
2
E口
問
。
む
¥
事
件
。
一
一
∞

Z
F
m∞
N

一O

〈一回日目)・

(
げ
)
H
P
-
P
出

5M-

一M・

ハ氾

)
ω
己〈
2
Z叶
偶

w
z
-
y
n
F
f
-
y
z
u
・
は
、
申
立
人
は
、
申
立
後
七

二
時
間
以
内
仏
次
の
補
充
的
ハ
E
3
0
Eロ
巴
デ
i
タ
を
提
出
す
べ

き
で
あ
り
、
こ
の
期
間
内
に
そ
れ
が
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
、
申
立
は

却
下
さ
れ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

①
関
連
す
る
諸
事
実
に
つ
き
、
申
立
人
の
見
解
を
詳
細
に
記
し
た

宣
誓
供
述
書
も
し
く
は
陳
述
書
(
己
主
O
B
E
C。

@
証
人
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
及
び
申
立
人
に
と
っ
て
有
利
な

事
実
を
知
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
人
の
氏
名
・
住
所
。

③
申
立
人
の
入
手
し
た
申
立
を
補
強
す
る
文
書
や
他
の
証
拠
。

(
印
)
我
国
の
労
働
委
員
会
規
則
三
二
条
二
項
四
号
は
、
「
請
求
す
る
救
済

の
内
容
」
を
申
立
書
の
必
要
記
載
事
項
と
し
て
い
る
。

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

(
却
)

∞ニ〈ゆ円円四司自刷ゆ
C
官・。戸内

--H》同》・
A
U申
l
I
N
O
C

口
調
査
。
口
語
m
z
m
E
C
=
)

申
立
が
な
さ
れ
た
ら
地
方
支
局
長
は
、
現
地
調
査
官
公
5
5
0
K
E
-
-
2
2〉

を
し
て
調
t
誌
を
な
さ
し
め
る
。
現
地
調
査
官
は
、
公
正
な
調
査
官
。
E
℃ミ
l

zと
5
5
m
E悶え
O
円
)
と
し
て
、
申
立
人
、
被
申
立
人
さ
ら
に
証
人
と
面
接

し
、
申
立
内
容
た
る
不
当
労
働
行
為
が
現
実
に
な
さ
れ
た
か
、
ま
た
、
事
案

が
N
L
R
B
の
管
轄
下
に
あ
る
か
を
調
べ
る
。
こ
の
際
、
申
立
人
の
協
力
が

強
く
要
請
さ
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
過
程
で
し
ば

し
ば
当
事
者
全
員
に
よ
る
審
間
前
協
議
も
し
く
は
合
同
協
議
守
主

5
2
=四

円

E
v

noロ

F
Z】
円
ク
」

C
E
Bロ『
2
3
2
)
が
開
催
さ
れ
る
。
論
点
の
明
確
化
と
任

意
解
決
の
端
緒
を
見
い
出
す
た
め
で
あ
る
。

ゆ
優
先
順
位

〈

3
v

タ
フ
ト
・
ハ
1

ト
レ

l
法
一

O
条
印
刷
は
、
不
当
労
働
行
為
の
類
型
に
応

じ
た
調
査
の
優
先
順
位
を
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
方
支
局
長
は
、
次
の

F
a惜
し
}

順
序
に
従
っ
て
調
査
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。

①
八
条
削
判
例
・
倒
・

0
違
反
の
事
件
(
使
用
者
団
体
へ
の
加
入
強
制
や
不

::ft法26(4・139)729

当
な
認
証
を
要
求
す
る
ス
ト
〉
。

②
八
条
川
付
制
違
反
の
事
件
ハ
仕
事
の
割
当
て
を
不
当
に
要
求
す
る
ス
ト
)
。

③
八
条
削
例
違
反
の
事
件
〈
認
証
を
不
当
に
要
求
す
る
ピ
ケ
)
。



料

④
八
条
例
違
反
の
事
件
(
一
】
え

g
a
c
協
定
門
官

⑤
八
条
例
ゆ
違
反
の
事
件
(
組
合
活
動
を
理
由
と
す
る
差
別
待
遇
)
。

⑥
八
条
刷

ω違
反
の
事
件
戸
使
用
者
に
対
す
る
差
別
待
遇
せ
よ
と
の
強
要
〉
。

一
O
条
川
は
、
同
時
に
、
①
⑦
)
④
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
に
つ
き
、
そ
の
違
反

あ
り
と
信
じ
る
に
つ
き
相
当
な
事
由
が
あ
る
な
ら
ば
地
方
法
務
官
(
月
間
E
E
}

え
ぢ
ヨ
ミ
)
は
、
連
邦
地
裁
に
対
し
「
必
ず
」
差
止
命
令
の
申
請
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

(=E己
主

c
q
Z
5
2
Zる
旨
定
め
て
い
る
。
同
規
定
に

資

つ
い
て
は
後
述
す
る

3

(

1

)

管
轄
基
準
に
つ
い
て
は
、

ω
ニ〈
2
Z『悶・

8
・
巳
?
・

3
・

3
1

ω
U
・
を
み
ら
れ
た
い
。
な
お
、
一
九
七

O
年
以
降
、
郵
便
事
業
、
衛

生
施
設

2
2
E
W
2
5
)、
私
立
大
学
守
口

gな
S
F問
。
〉
も
N

L
R
B
の
管
轄
下
と
さ
れ
た
。
最
近
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
岡
山
・

ω
・

ζ
日目】

Z
W
E豆諸
Z
F同
∞

E
X
m
m，D
込
町
子

J
P
2・3
H
L
r
q
『亡君

』

D
5
5
-
u
〈
C
-
・
日
目
〈
一
句
印
〉
宅
-
印

Z
l回
目
・
が
詳
細
で
あ
る
。

(
2
)
z
r何
回

ω
g
g
E
g
g
c『

H
V
5
8仏
ロ
弓
閣

-
2
・
吋
・
(
以
下
、

ω

同

μ

・
と
略
称
す
る
。
〉

(
3
)

一
O
条
同
は
、
一
九
五
九
年
の
ラ
ン
ド
ラ
ム
・
グ
リ
フ
ィ
ン
法
に

よ
り
創
設
さ
れ
た
規
定
で
あ
り
、
⑤
⑥
の
順
位
に
つ
き
定
め
て
い

る。

ハ
4
)

(
5
)
 

門
戸
間
・
抑

-
O
M
-
U
印・

2
7
2
5円
m
w
C℃

-
n
F
?
"
匂

M
C
プ

同
協
定
に
つ
い
て
は
、
高
木
紘
一
「
ホ
ッ
ト
・
ヵ
l
ゴ

l
条
項
と

二
次
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
季
刊
労
働
法
八
五
号
(
一
九
七
二
年
)
一
七

四
l
一
九

O
頁
を
み
ら
れ
た
い
。

北法26(4・140)730

同
取
下
げ
(
三
円
F
L
5
5
]
)

調
査
の
結
果
、
申
立
て
ら
れ
た
行
為
が
不
当
労
働
行
為
を
構
成
し
な
い
こ

と
、
も
し
く
は
、
事
案
が
N
L
R
B
の
管
轄
下
に
な
い
こ
と
が
判
明
し
た

〈

I
V

ら
、
地
方
支
局
長
は
、
申
立
人
に
対
し
申
立
の
取
下
げ
を
勧
告
す
る
。
却
下

処
分
す
る
前
に
、
取
下
げ
を
勧
告
す
る
と
の
一
見
ま
わ
り
く
ど
い
措
置
は
、

当
事
者
(
申
立
人
)
に
よ
る
任
意
処
理
は
今
後
の
労
使
関
係
の
安
定
化
に
大

き
く
寄
与
す
る
、
と
の
判
断
に
基
づ
い
て
い
る
。
同
時
に
、
申
立
人
と
の
事

前
折
衝
に
よ
り
、
却
下
処
分
に
対
す
る
事
務
総
長
へ
の
異
議
申
立
を
減
ら
そ

う
と
い
う
教
育
的
措
置
で
も
あ
る
。

申
立
人
自
身
も
、
自
己
の
発
意
に
よ
り
申
立
の
取
下
げ
を
な
し
う
る
。
と

は
い
え
、
そ
れ
が
ま
っ
た
く
自
由
に
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
取

(
2
v
 

下
げ
に
は
「
必
ず
」
地
方
支
局
長
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
る
。
申
立
て
ら
れ

た
行
為
が
不
当
労
働
行
為
を
構
成
せ
ず
も
し
く
は
事
件
が
N
L
R
B
の
管
幣

下
に
な
い
時
に
は
当
然
の
よ
う
に
取
下
げ
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
申
立

に
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
取
下
げ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
自
主
解
決

を
望
む
当
事
者
(
申
立
人
・
被
申
立
人
)
は
、
多
く
の
場
合
、
当
事
者
間
で

非
公
式
和
解

(
E
F
5己
主
}
己
注
目

S
C
を
な
し
、
不
当
労
働
行
為
の
救
済



口

協
定
を
締
結
す
る
。
地
方
支
局
長
は
、
当
該
協
定
内
容
を
審
査
し
、
そ
れ
が

救
済
指
置
と
し
て
十
分
と
認
め
る
な
ら
ば
、
原
則
と
し
て
取
下
げ
を
認
め

る
。
も
し
そ
れ
が
不
十
分
な
ら
ば
、
地
方
支
局
長
は
、
独
自
に
事
件
処
理
を

す
す
め
る
こ
と
に
な
る
。

裁
判
所
も
、
か
よ
う
な
問
題
が
正
面
か
ら
争
わ
れ
た
事
案
で
、
次
の
よ
う

に
判
示
し
て
以
上
の
よ
う
な
N
L
R
B
の
措
置
を
承
認
し
て
い
る
。
「
(
こ
こ

で
争
わ
れ
て
い
る
)
紛
争
は
、
私
権
を
擁
護
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
議
会
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
ペ
プ
リ
ッ
ク
ポ
リ
シ
ー
に
関
連
す
る
。
:
:
:
中
略
:
:
・

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

上
述
し
た
条
項
〈
ワ
グ
ナ
l
法
一

O
条
例
不
当
労
働
行
為
を
防
止
す
る
権

限
は
、
排
他
的
で
あ
り
、
協
定
(
邑
守
込
2
2
C、
規
約

(gLι
、
法
律
等

に
よ
っ
て
影
響
を
う
け
な
い
も
の
と
す
る
)
は
、
ひ
と
た
び

N
L
R
B
の
管

轄
が
認
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
管
轄
は
、
私
人
間
で
締
結
さ
れ
た
合
意
に

円

4
)

よ
っ
て
影
響
を
う
け
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
」

以
上
か
ら
、
ひ
と
た
び
申
立
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
後
の
事
件
処
理

は、

N
L
R
B
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
か
な
り
の
程
度
ま
で
委
ね
ら
れ
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
も
、
不
当
労
働
行
為
制
度
に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
る
権
利
は
、
当
事
者
の
自
白
な
処
分
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

〈

sv

「
私
権
」
と
み
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
、
不
当
労
働
行
為
は
、
も
つ

ば
ら
「
公
益
」
保
護
の
立
場
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に

ア
メ
リ
カ
不
当
労
働
行
為
制
度
の
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
は
、
再
一
一
一
強
一
調

し
た
と
お
り
で
あ
る
。

(
1
)
ω
・
可
申
一
三
・
印
・

(
2
)
H
N
-
m
-
湖一
O
M
-
u
・
そ
の
後
の
「
取
下
げ
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の

事
件
処
理
の
段
階
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
政
法
裁
判
官
も
し
く
は

局
委
員
会
の
向
怠
が
必
要
と
さ
れ
る
。
な
お
、
我
固
に
お
い
て
は
、

審
問
自
体
が
申
立
人
・
被
申
立
人
間
の
当
事
者
主
義
的
構
造
を
採
用

し
て
い
る
の
で
、
申
立
人
は
、
命
令
書
の
写
し
が
交
付
さ
れ
る
ま
で

は
ま
っ
た
く
自
由
に
申
立
を
取
下
げ
う
る
戸
労
働
委
員
会
規
則
三
五

条
)
。
不
当
労
働
行
為
制
度
の
目
的
が
私
人
の
「
権
利
」
の
救
済
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
法
上
の
当
該

措
置
は
、
日
本
法
上
の
処
理
に
と
っ
て
も
資
重
な
示
唆
を
与
え
る
、

と
思
わ
れ
る
。

〈
3
)
八
事
実
V

G

M
と
U
A
W
間
で
、
紛
争
終
了
時
に
、

U
A
W
は

N
L
R
B
に
申
立
て
た
す
べ
て
の
事
件
を
取
下
げ
今
後
も
N
L
R
B

に
差
別
の
申
立
を
し
な
い
と
協
定
し
た
。
そ
の
後
、

U
A
W
は
、
協

定
を
破
り
不
当
労
働
行
為
の
申
立
を
し
、
そ
れ
を
う
け
て
N
L
R
B

は
命
令
を
発
し
た
。
命
令
の
執
行
力
付
与
の
裁
判
に
お
い
て
、

G
M

は
U
A
W
と
の
協
定
に
よ
り
、
救
済
請
求
状
の
発
布
自
体
が
許
さ
れ

な
い
、
と
主
張
し
た
。

〈

4
)
Z
F
H
μ
∞
〈
。
巾
岡
高

3
一
文
c
g
g

〈

U
C門
司
'
w

二
田
明
・

M
L
ω
o
m
-

ハ(
U
〉
〕
J

3

h

p

〔
〕
)
ゑ

ω

一N
.
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(
5〉

ωニ〈
q
r
2
m
-
ニロ『
D
E
E
一回》『
9
2与口『
m

C
『丹
7
0
Z
F
何
回
・
3
ω
可

g
l

n
戸
百
四
戸
川
凶
当
初
巾
丘
町
若
-
〈
O
一
白
〈
一
也
印
ム
)
匂
・
〕
F
A

・

(
以
下
、

ωニ
〈
耳
宮
町
四
l
-
ミ
ミ
ヨ
ロ
一
と
引
用
)

資

側
却
下
(
缶
詰

5
5一〉

地
方
支
局
長
の
勧
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
立
人
が
申
立
を
自
主
的
に
取

下
げ
な
い
時
に
は
、
地
方
支
局
長
は
、
申
立
を
却
下
し
、
そ
の
理
由
を
当
事

者
に
通
知
す
る
。
申
立
人
は
、
こ
の
却
下
処
分
の
取
消
を
求
め
て
、
通
知
を

(
2
)
 

う
け
て
か
ら
一

O
日
以
内
に
事
務
総
長
に
異
議
申
立
し
う
る
。
事
務
総
長

は
、
異
議
'
申
立
理
由
を
検
討
の
上
、
地
方
支
局
長
の
処
分
を
認
容
す
る
か
否

か
を
判
断
す
る
。
そ
の
結
果
、
処
分
不
適
当
と
さ
れ
た
な
ら
ば
、
地
方
支
局

長
は
、
再
度
事
件
処
理
を
や
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
処
分
が

適
当
と
さ
れ
た
な
ら
ば
、
申
立
人
に
は
そ
れ
以
上
争
う
道
は
存
し
な
い
。
つ

ま
り
、
当
該
処
分
は
司
法
審
査
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
点
に
関
す
る
事
務
総
長
の
権
限
は
か
な
り
強
力
な
も
の
と
い
え
ぷ
う
。
救

済
詩
求
状
が
発
布
さ
れ
な
け
れ
ば
、
局
委
員
会
が
事
案
を
審
査
す
る
こ
と
も

あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
裁
判
所
は
、
申
立
却
下
処
分
に
対
す
る
司
法
審
査
は
原
則
と

円

3
〉

し
て
認
め
ら
れ
な
い
、
と
一
貫
し
て
判
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
救
済
請
求

(
4〉

状
」
を
発
布
せ
よ
と
の
差
止
命
令
も
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
点
か
ら

も
、
不
当
労
働
行
為
か
ら
の
、
「
救
済
」
は
私
権
の
擁
護
と
の
側
面
で
は
と
ら

え
ら
れ
て
は
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
「
公
」
的
な
立
場
か
ら
不
当

労
働
行
為
を
禁
止
す
る
ア
メ
リ
カ
法
の
特
徴
が
は
っ
き
り
と
見
い
出
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
三
章
で
詳
細
に
検
討
を
く
わ

北法26(4・142)732
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0
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一
回
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。
江
戸
2
・
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o
c
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何
一
作
口
件
口
口
m
w
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者
2
5
F
ω
三
司
・
N

弘
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ω・
(
わ
〉
ア

Z
m
コ
ω川
刊
の
判
決
に

つ
い
て
は
、
一
二
掌
で
詳
細
に
論
ず
る
。

国
任
意
解
決
公
立
辛
口
再
三
)

申
立
に
理
由
が
な
い
時
に
、
「
取
下
げ
」
、
「
却
下
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
は

前
述
し
た
。
他
方
、
申
立
に
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
地
方
支
局
長
は
、
ま



ず
任
意
解
決
を
試
み
、
そ
れ
が
失
敗
に
終
っ
て
か
ら
救
済
請
求
状
の
発
布
を

な
す
。
こ
の
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
任
意
解
決
を
試
み
る
こ
と
の
目
的
は
、
円

満
な
解
決
に
よ
っ
て
今
後
の
労
使
関
係
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
労
使
間
に
感
情
の
も
つ
れ
が
生
じ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
労
使
双
方
、

と
り
わ
け
使
用
者
の
顔
を
立
て
る

(
{
3
2
&」
こ
と
を
目
的
と
す
る
と

い
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
事
件
処
理
の
迅
速
化
に
役
立
つ
こ
と
は
い
う
ま
で
も

∞ 
:
、
。

ふ
ん
し

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

不
当
労
働
行
為
事
件
の
処
理
に
つ
き
、
任
意
解
決
を
あ
ら
か
じ
め
試
み
る

ア
メ
リ
カ
法
上
の
倍
程
は
、
日
本
法
上
の
処
理
に
も
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
問
題
の
検
討
は
他
日
を
期
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
任
意
解
決
に
は
、
主
に
そ
の
拘
束
力
の
差
異
に
応
じ
て
二
つ

の
形
態
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
「
非
公
式
公
ミ
ミ
ヨ
乙
〉
任
意
解
決
」
と
「
公

式
(
『

2
5
-〉
任
意
解
決
」
で
あ
る
。

ω非
公
式
任
意
解
決

非
公
式
任
意
解
決
は
、
多
く
の
場
合
、
救
済
請
ぷ
状
の
発
布
以
前
に
、
地

方
支
局
長
、
被
申
立
人
、
申
立
人
間
で
不
当
労
働
行
為
を
救
済
す
る
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
申
立
人
の
「
同
意
」
は

必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
任
意
解
決
は
、
被
申

立
人
が
か
つ
て
不
当
労
働
行
為
を
な
し
た
こ
と
が
な
く
、
且
つ
、
今
後
不
当

労
働
行
為
を
反
復
す
る
お
そ
れ
の
な
い
、
す
な
わ
ち
、
悪
質
な
ら
ざ
る
事
案

に
か
ぎ
り
利
用
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
協
定
に
な
ん
ら

の
拘
束
力
が
な
い
点
に
「
非
公
式
」
任
意
解
決
の
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
被
申
立
人
が
協
定
を
現
実
に
履
行
し
な
け
れ
ば
、
地
方
支
局
長

は
、
救
済
詩
求
状
を
発
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、
履

行
が
な
さ
れ
た
ら
、
事
件
は
こ
の
段
階
で
終
了
し
、
申
立
人
は
申
立
を
取
下

(
7
u
 

げ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
非
公
式
任
意
解
決
は
、
調
査
段
階
で
迅
速
且
つ
か
な
り
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
不
当
労
働
行
為
の
救
済
を
な
す
と
こ
ろ
に
「
妙
味
」
が
あ

る
と
い
え
よ
う
。

ω公
式
任
意
解
決

公
式
任
意
解
決
は
、
救
済
請
求
状
の
発
布
と
同
時
、
も
し
く
は
そ
の
直
後

に
、
事
務
総
長
と
被
申
立
人
が
以
下
の
事
項
に
つ
き
合
意
し
、
そ
れ
に
基
づ

【
姐
U

J

い
て
局
委
員
会
が
救
済
命
令
を
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

①
事
案
が
N
L
R
B
の
管
轄
下
に
あ
る
こ
と
。

②
審
問
及
び
そ
の
後
の
手
続
を
利
用
す
る
権
利
を
被
市
中
立
人
が
放
棄
す
る
こ

jと法26(4・143)733

と。③
事
案
が
不
当
労
働
行
為
を
構
成
す
る
こ
と
。

④
命
令
が
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
N
L
R
B
が
控
訴
審
に
執
行
力
付
与
の
申
請



料

を
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
①
か
ら
④
以
外
に
同
意
命
令
公

2
2
E
2
L。
。
の
合
意
も
な
さ

資

れ
る
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
命
令
を
執
行
す
る
適
当
な
控
訴

審
に

N
L
R
Bが
判
決
登
録
守
口
同

q
c『
母
四
吊
め
)
を
す
る
と
の
合
意
で
あ

る
。
こ
れ
が
な
さ
れ
る
と
命
令
は
、
裁
判
所
の
判
決
と
同
じ
効
力
を
持
ち
、

命
令
不
履
行
郎
裁
判
所
侮
辱
を
構
成
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
公
式
任
意
解
決
は
、
迅
速
且
つ
有
効
に
命
令
を
強
制
す

る
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
そ
の
利
用
方
法
如
何
で
は
か
な
り
強
力
な
政
策
遂

行
の
武
器
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
の
利
用
に
は
東
大
な
制

約
が
存
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
原
則
と
し
て
悪
質
な
事
案
、
た
と
え

ば
暴
力
事
件
や
違
反
が
反
復
さ
れ
た
事
件
に
の
み
利
用
さ
れ
る
か
ら
で
あ

〈

9
}

る
。
ま
た
、
同
意
内
容
に
つ
い
て
は
局
委
員
会
の
承
諾
、
か
必
要
と
さ
れ
、
こ

の
面
か
ら
の
チ
ヱ
ツ
ク
も
な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
公
式
任
意
解
決
に
関
し
生
じ
た
主
要
な
法
的
紛
争
は
、

任
意
解
決
が
な
さ
れ
る
以
前
に
、
申
立
人
は
解
決
協
定
に
関
す
る
審
問
を
要

求
し
う
る
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
審
問
な
し
に
締
結
さ
れ

た
協
定
に
基
づ
い
て
出
さ
れ
た
命
令
の
取
消
し
を
求
め
る
事
件
等
で
争
わ
れ

〈凶
V

た
。
裁
判
所
は
、
相
対
立
す
る
見
解
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
対
立

は
、
結
局
、
不
当
労
働
行
為
制
度
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
「
権
利
」
を
い
か

に
把
握
す
る
か
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
の
検

討
は
三
章
で
な
す
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
問
題
点
の
指
摘
に
と
ど
め
る
。

北法26(4・144)734

以
上
述
べ
た
「
取
下
げ
」
「
却
下
」
及
び
「
任
意
解
決
」
は
、
非
公
式
措
置

と
い
わ
れ
、
圧
倒
的
に
多
く
の
事
件
が
こ
の
段
階
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
一
九
七
三
年
販
の

N
L
R
β
の
年
報
に
よ
れ
ば
、
非
公
式
に
処
照
-

さ
れ
た
事
件
は
、
全
処
理
事
件
の
九
一
一
ご
一
パ
l
セ

γ
卜
を
占
め
る
ほ
ど
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
内
訳
は
、
「
取
下
げ
」
一
一
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
却
下
」
一
二

三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
任
意
解
決
」
二
四
・
八
パ

l
セ
γ
卜
で
あ
4

0

0

こ
の
数
字
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
全
事
件
処
理
に
占
め
る
非
公
式
措

置
の
ウ
エ
イ
ト
は
非
常
に
高
く
、
非
公
式
措
置
が
事
件
処
理
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
、
と
い
っ
て
も
決
し
て
お
か
し
く
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
)
と
は
い

え
、
非
公
式
摘
躍
が
効
果
的
に
な
さ
れ
る
た
め
に
は
、
や
は
り
救
済
請
求
状

発
布
と
い
う
公
式
措
置
の
「
強
制
力
」
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て、

N
L
R
B
の
効
果
的
運
営
は
、
こ
の
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
に
か
か
っ
て
い

る
と
み
る
の
が
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
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な
お
、
事
務

総
長
経
験
者
た
る
問
。
子

E
E
は
、
事
務
総
長
は
告
発
官
で
な
く
、

産
業
平
和
の
担
い
手
守
2
2
5
m
r
2
)
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

る
。
し
た
が
っ
て
氏
は
、
任
意
解
決
を
大
い
に
利
用
す
べ
き
こ
と
を
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不
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意
の
場
人
け
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は
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市
中
立
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下
後
、
事
務
総
長
に
そ
の
却
下
処
分
の
取

消
を
求
め
る
異
議
申
立
を
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

ハ
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し
た
が
っ
て
、
あ
る
種
の
「
取
下
げ
」
「
却
下
」
事
件
は
、
同
時
に

「
非
公
式
任
意
解
決
事
件
」
で
も
あ
る
。
事
件
処
理
の
分
類
に
関
し

て
い
え
ば
、
こ
の
種
事
件
は
「
任
意
解
決
事
件
」
と
さ
れ
て
い
る
、

と
思
わ
れ
る
。
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-m
巧
2
5
z
d三
g
〈・

Z
「】

G-
同国ム

不当労働行為制度によって保護される「権利Jの性質

同吋・

M

L

吋ω
∞・

(
(
υ

〉
む
の
ゆ
一
回
目
↓
〉
一
円
見
込
わ

Z
c
ユ7
2唱
の
c
・〈

zr岡
山
戸
ω
印
吋
回
り
・
向
島
印
日
戸
(
わ
〉
ω
・
呂
田
町
)
・
一
方
、
審
問
の
権

利
を
認
め
な
い
も
の
は
、

run白}悶∞
M
-
F
Z
5
2
z
g
m
}
旬
。
己
高
司
l

r
c
G《
H
G
{
、『
2
E
ω
Z
B
〈
-
Z
F
H
N
F
ω
ω
u
m
J
N
仏
吋
回
目
・
戸
〈
リ
〉

NM

一
由
主
)
で
あ
る
。

(
日
〉
こ
の
問
題
を
詳
細
に
論
じ
た
宅
c
ニ
は
、
行
政
庁
が
裁
決
す
る

際
、
非
公
式
手
続
を
と
る
理
由
と
し
て
以
下
を
あ
げ
て
い
る
。

8
・

2
F
・同)・てお・

①
事
件
の
量
が
多
い
。

②
政
府
の
規
制
を
効
果
的
に
す
る
た
め
に
は
迅
速
な
処
理
が
必
要
と

さ
れ
る
。

①
公
式
手
続
に
つ
き
も
の
の
多
額
の
費
用
を
避
け
る
た
め
。

④
公
式
な
対
審
的
審
問
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
生
ず
る
悪

感
情

2
7
P
σ
一
言
明
。
を
避
け
る
た
め
。

⑤
公
式
手
続
に
つ
き
ま
と
う
無
用
の
公
開
性
を
さ
け
る
た
め
。

⑤
柔
軟
な
調
査
技
術
を
使
っ
て
専
門
的
判
断
を
下
す
た
め
。

(口〉

ω
∞
Z
H
k
g
g己ロ

-mo司C
ユ
C
『
Z
「
何
回
w
-
Y

印・

(
日
〉
一
九
七
五
年
に
N
L
R
B
の
議
長
と
な
っ
た
宮
口
弓
耳
も
、
非

公
式
措
置
の
重
要
さ
を
強
調
し
て
い
る
。

Y
両
信
号
プ
ア

8
・
口
一
昨
・
ヲ

印一山一・
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同
救
済
請
求
状
の
発
布

調
査
の
結
果
、
申
立
に
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
時
に
は
地
方
支
局
長



挙}

は
、
ま
ず
任
意
解
決
を
試
み
、
こ
れ
が
失
敗
に
終
っ
た
時
に
始
め
て
救
済
請

求
状
の
発
布
を
な
す
。
こ
れ
は
、
救
済
請
求
状
に
審
問
開
催
の
通
知
を
附

資

し
、
そ
れ
を
関
係
当
事
者
に
送
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
救

済
請
求
状
発
布
決
定
に
対
し
、
局
委
員
会
は
ま
っ
た
く
関
与
せ
ず
、
ま
た
、

(
2
}
 

当
該
決
定
の
再
審
査
も
な
し
え
な
い
。
こ
の
点
は
、
ヮ
グ
ナ
l
法
上
の
処
理

方
法
と
大
き
く
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

救
済
請
求
状
発
布
の
目
的
は
、
「
被
申
立
人
が
審
問
の
準
備
を
し
う
ろ
よ
う

に
、
あ
ら
か
じ
め
被
申
立
人
に
判
定
さ
る
べ
き
論
点
を
通
知
す
る
と
同
時

に
、
審
問
手
続
の
内
容
を
示
す
た
め
」
の
措
置
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
救
済
請
求
状
に
記
載
さ
れ
ず
且
つ
十
分
な
審
問
の
対
象
と
な
さ
れ
な
か

っ
た
行
為
は
、
「
不
当
労
働
行
為
」
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
適
法
手
続

に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
審
問
の
準
備
を
さ
せ
る
た
め
と
は
い

ぇ
、
被
申
立
人
に
証
拠
を
開
示

2
5
2
2る
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
証
人
に
な
り
そ
う
な
従
業
員
に
使
用
者
が
種
々
の
圧
力
を

〈

4
)

加
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
審
聞
の
準
備
を
す
る
と
い

う
使
用
者
側
の
利
益
、
使
用
者
か
ら
の
強
制
を
う
け
な
い
と
い
う
被
用
者
側

の
利
益
及
び
効
果
的
な
調
査
を
な
す
と
い
う
N
L
R
B
の
利
益
、
そ
れ
ぞ
れ

(
5
v
 

を
い
か
に
調
整
す
る
か
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

ω審
開
通
知
の
名
宛
人

ワ
グ
ナ
l
法
運
営
の
初
期
に
お
い
て
、
審
問
通
知
の
名
宛
人
の
範
囲
に
つ

き
多
く
の
紛
争
が
生
じ
た
の
で
、
一
九
三
九
年
の
規
則
改
訂
に
よ
り
そ
の
範

囲
が
明
確
に
定
め
ら
れ
た
。
現
行
N
L
R
B
規
則
も
ほ
ぼ
そ
の
内
容
を
踏
襲

T
o
v
 

し
、
以
下
の
者
を
審
問
通
知
の
名
宛
人
と
し
て
い
る
。
①
被
申
立
人
。
②
申

立
人
。
③
契
約
の
違
法
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の

契
約
の
当
事
者
。
④
「
会
社
組
合
」
の
申
立
が
な
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て

は
、
会
社
よ
り
援
助
さ
れ
も
し
く
は
支
配
さ
れ
て
い
る
当
該
組
合
。
⑤
管
轄

争
い
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
す
べ
て
の
労
働
組
合
。
な
お
、
こ
の

①
か
ら
⑤
ま
で
の
者
が
審
問
に
参
加
で
き
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ω数
済
請
求
状
の
内
容

北法26(4・146)736

救
済
請
求
状
の
発
布
は
、
被
申
立
人
に
審
問
の
準
備
を
さ
せ
る
こ
と
を
主

目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
中
に
次
の
事
項
を
明
記
し
な
け
れ

(
7
X
S
)
 

ば
な
ら
な
い
。

①
局
委
員
会
の
管
轄
を
基
礎
づ
け
る
事
実
の
明
確
且
つ
詳
細
な
言
明
。

②
不
当
労
働
行
為
を
構
成
す
る
と
申
立
て
ら
れ
た
行
為
の
明
確
且
つ
詳
細
な

叙
述
〈
当
該
行
為
、
が
な
さ
れ
た
正
確
な
日
時
・
場
所
及
び
そ
の
主
体
が
そ
れ

ぞ
れ
判
明
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
事
項
を
も
含
む
〉
。

救
済
請
求
状
の
「
内
容
」
に
つ
き
生
じ
る
法
的
問
題
は
、
そ
れ
と
「
申
立

内
容
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
申
立
を
前
提
と
し
て
始
め



(::) 

て
救
済
請
求
状
の
発
布
が
可
能
と
な
る
の
で
、
救
済
請
求
状
の
内
容
は
申
立

内
容
に
制
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
救
済
-
請
求
状
の
内
容

は
申
立
の
内
容
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
も
し
そ
の
関
連
が

不
十
分
な
ら
ば
当
該
救
済
請
求
状
は
違
法
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
裁
判
所

は
、
両
者
の
関
連
性
を
そ
れ
ほ
ど
厳
格
に
は
要
求
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
、
第
七
控
訴
審
は
、
組
合
活
動
を
理
由
と
す
る
解
雇
(
申
立

内
容
)
と
殴
督
的
立
場
に
あ
る
従
業
員
の
不
適
切
な
発
言
ハ
救
済
誌
求
状
の

内
容
〉
と
は
、
組
合
加
入
を
阻
止
す
る
会
社
と
U
A
W
問
の
長
期
に
わ
た
る

(
9〕

紛
争
の
過
程
で
な
さ
れ
た
も
の
な
の
で
「
共
通
の
佐
賀
」
を
有
し
て
い
る
、

と
判
示
し
て
い
る
。

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

助
答
弁
書

(
2
5
5『〉

(

U

)

 

被
申
立
人
は
、
救
済
請
求
状
の
送
達
後
一

O
日
以
内
に
地
方
支
局
長
に
対

し
答
弁
蓄
を
提
出
し
、
〉
そ
の
中
で
救
済
請
求
状
の
内
容
に
対
す
る
自
ら
の
見

解
を
あ
き
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
、
答
弁
書
が
提
出
さ
れ
ず

も
し
く
は
提
出
さ
れ
て
も
特
定
の
事
項
に
つ
き
反
駁
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
、
局
委
員
会
は
、
当
該
事
項
を
真
実
な
も
の
と
み
な
し
う
る
。
こ
の
措
置

は
、
審
問
前
に
論
点
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
る
事
件
処
理
の
迅
速
化
を
日

的
と
し
て
い
る
。

な
お
、
各
当
事
者
は
、
審
問
の
準
備
の
た
め
に
、
地
方
支
局
長
に
対
し

供
述
録
取
選
回

(ι
仰
向

X
E
E
S
)
の
採
録
並
び
に
罰
則
付
召
喚
状

(
E
S
S
E〉

(
M
V
 

発
布
の
申
請
を
あ
ら
か
じ
め
な
し
う
る
。

(
1
)
岡

山

戸

抑

一

O
N
・
3
・

〈

2
〉
こ
の
点
に
つ
き
、
第
九
控
訴
審
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

「
三
条
川
町
を
立
法
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
議
会
は
、

N
L
R
B
内
部

に
お
け
る
告
発
権
能
と
判
定
権
能
と
の
効
果
的
分
離
を
意
図
し
た
。

局
委
員
会
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
事
務
総
長
が
却
下
し
た
論
点
を
局
委

員
会
が
爾
後
に
考
慮
し
う
る
こ
と
は
議
会
の
意
図
に
反
す
る
で
あ
ろ

う
し
、
ま
た
、
そ
れ
は
、
申
立
を
調
宜
し
、
救
済
請
求
状
を
用
意
・

発
布
し
、
さ
ら
に
局
委
員
会
へ
告
発
す
る
と
い
う
事
務
総
長
の
最
終

的
権
限

(
E
E
-
2
5
0去
る
を
無
意
味
な
も
の
に
す
る
で
あ
ろ
う
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
明
ユ
ぎ
の
C

よヨ
2
常

E
g
i巴
D
コ
タ

Z
F
M
g
w

ω
ω
O
司・

M
L
K
3
∞w
(

(

υ

〉

P
一
回
目
与
一
)
何
回
丹
念
山

M
-

(
3
)
Z
F
H
N∞
〈
・

]
9
7
5
0
p
ω
M
M
司・

M

L
吋
一
白
a

〈

の

〉

?

一

回

目

ω
〉
え

日一∞・経
済
ス
卜
を
理
由
と
す
る
再
雇
用
拒
否
は
八
条
同

ω・
制
に
違
反

す
る
旨
の
救
済
請
求
状
の
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
局
委
員
会
は
、

ス
ト
開
始
日
の
差
別
的
解
一
躍
を
八
条
例

ω・
ω違
反
と
し
て
命
令
を

発
し
た
。
本
件
は
当
該
命
令
の
取
消
訴
訟
で
あ
る
。
第
六
控
訴
審

は
、
本
文
の
よ
う
に
「
救
済
請
求
状
の
目
的
」
に
つ
い
て
述
べ
、
①

再
雇
用
拒
否
と
差
別
的
解
雇
と
は
違
反
態
様
が
ち
が
う
、
②
差
別
的

解
雇
に
つ
い
て
は
十
分
な
審
聞
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
と
の
理
由
で

北法26(4・147)737



料

命
令
の
当
該
部
分
を
取
消
し
た
。

(
4
)
N
L
R
B
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
対
し
て
従
業
員
が
な
し
た
陳
述
を

き
き
ま
わ
っ
た
り
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体

使
用
者
の
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
。

国巾口
q
H
ω
広
岡
乙
《
U
0
・ぐ
-
Z
「何回・

ω
日∞回り
-
M
仏
M
印
唱
(
の
〉
MW

一um
A
d
目
、
門
。
同

E
F
M
L
E
込
2
2
d
-
z
n
-
〈

-
Z
F
何回
JUω
由
明

-
N
仏

-
N
∞'

(
の
〉
少
一
回
目
ム

γ

(

5

)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

0
・
F
・
ζ
B
G
Z
除

「

玄

-
F耳目》
}
f

a-、吋
7
0
Z
F
m
∞
お
ロ
L
U
E
2
2
ミ
同
V
3
2
L
5
2
・
ョ
〉
仏
ヨ
一
口
一
込
z
t
S

F
m言
問

2
2
4
F
〈O
一
-
一
∞
・
(
呂
田
町
〉
が
詳
細
で
あ
る
。

(
6〉
一

O
条
刷
、
同
月
四
一
日
・
∞
・

(

7

)

河
-
H
P
湖一

O
N
5
・

ハ
8
〉

HN
・
刀
・
期
一
O
N
・
一
吋
・
は
、
地
方
支
局
長
は
、
審
間
以
前
に
そ
の

内
容
を
変
更
し
う
る
と
定
め
て
い
る
。

(
9〉
Z
戸
河
∞
〈
・
欠
。
Z
2
(
U
0
・
M
M
O
Hリ

M
L
ω

・
(
の
〉
吋
'
一
回
印
印
)

ω仲
田

I
l
吋・

〈
叩
〉
同
裁
判
所
は
、
同
時
に
、
「
N
L
R
B
が
自
ら
の
発
意
に
よ
っ
て
手

続
を
開
始
し
た
と
み
な
さ
れ
る
ほ
ど
救
済
請
求
状
の
内
容
が
申
立
を

提
起
し
た
状
況
と
ま
っ
た
く
関
連
が
な
い
時
」
え
刊
に
は
救
済
請

求
状
は
不
適
法
に
な
る
と
判
示
し
て
い
る
。

〈
nv
期
間
の
延
長
も
認
め
ら
れ
る
。

H
N
-
H
F
訓

-s・
MM-

(
門
は

)
H
N
・
H
p
m

一O
N
・
M
0
・

(
内
川
〉
答
弁
書
の
内
容
の
修
正
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
戸
勾
土
足
-Mω

・

資

(リ円〉

H
N
-
m
-
湖一
O
N
'
N
0
・
局
委
員
会
は
、
円
、
仙
台
広

(
U
R
Z
E
n
の
O
弓・

事
件
で
明
確
に
そ
の
旨
裁
定
し
て
い
る
。
二
田
V
4
F
E凶
冨
山
(
一
回
目
白
〉

えい吋∞吋・

(日〉

HN
・
HN
・
期
一
O
M
・
ω
0
・
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同
審
問
(
宮
包
括
)

審
聞
は
、
救
済
請
求
状
の
送
達
が
な
さ
れ
て
か
ら
少
く
と
も
一

O
日
経
過

し
た
後
に
、
申
立
が
な
さ
れ
た
地
区
(
月
間
芯
ロ
)
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て

公
開
で
な
さ
れ
る
U

こ
の
審
問
こ
そ
が
不
当
労
働
行
為
処
理
手
続
上
の
メ
イ

ン
エ
ベ
ン
ト
と
い
え
よ
う
。
審
問
を
主
宰
す
る
の
は
、
行
政
法
裁
判
官
会
ιー

ヨ
ロ
広
三

z
u
d
E問
。
)
ず
あ
る
。
そ
し
て
、
事
務
総
長
(
現
実
に
は
地

方
法
務
官
)
及
び
前
述
し
た
審
問
通
知
の
各
名
宛
人
が
当
事
者
と
し
て
審
聞

に
参
加
し
、
各
々
そ
の
見
解
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

参
加

(
5件
。
円
高
三
5
ロ
)
申
請
が
行
政
法
裁
判
官
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
者
も

(
S
)
 

審
問
に
参
加
し
う
る
。

審
問
の
順
序
は
、
裁
判
所
の
そ
れ
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
ず
、
告
発

官
た
る
事
務
総
長
の
冒
頭
陳
述
ず
克
巳
D
m
込
山
件
。
口
市
三
〉
が
な
さ
れ
、
被
申

立
人
の
冒
頭
陳
述
が
そ
れ
に
続
く
。
そ
の
後
、
事
務
総
長
が
関
係
書
類
〈
申

立
市
昔
、
救
済
請
求
状
、
答
弁
書
等
)
を
提
出
す
る
。
次
に
、
不
当
労
働
行
為

の
立
証
の
段
階
に
は
い
り
、
証
人
に
対
す
る
尋
問
・
反
対
尋
問
等
が
各
当
事



者
及
び
行
政
法
裁
判
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
立
証
の
責
任
が
事
務
総

長
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
ov

こ
の
時
点
で
、
不
当
労
働
行
為
の
立

証
と
同
時
に
、
事
実
の
評
価
や
救
済
命
令
の
適
法
性
に
関
す
る
議
論
が
な
さ

れ
る
場
合
も
多
々
あ
る
。
最
後
に
、
各
当
事
者
に
よ
り
最
終
陳
述
が
な
さ
れ

る
。
こ
れ
は
、
摘
要
書

(
r
5
3
u
の
提
出
で
か
え
ら
れ
る
場
合
が
多
い
と
い

わ
れ
る
。

同

ω行
政
法
裁
判
官
の
任
務

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

審
聞
は
、
主
席
行
政
法
裁
判
官
も
し
く
は
次
席
行
政
法
裁
判
官
に
よ
り
指

名
さ
れ
た
行
政
法
裁
判
官
が
主
宰
す
る
。
行
政
法
裁
判
官
の
主
要
任
務
ば
、

審
問
の
主
等
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
中
間
報
告
の
作
成
で
あ
る
。
前
者
に
つ

き
、
審
問
の
秩
序
維
持
と
各
当
事
者
の
種
々
の
申
請
を
適
宜
に
処
理
す
る
こ

と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
以
下
の
諸
権
限
が
付
与
さ

ハ
6
〉

れ
て
い
る
。

①
宣
誓
及
び
確
約

7
5
2
5
t
c
E〉
の
実
施
。

(

7

)

 

@
罰
則
付
召
喚
状
の
発
布
に
関
す
る
申
請
の
処
理
。

③
証
拠
の
提
出
に
つ
き
決
定
し
、
関
連
す
る
証
拠
を
受
理
す
る
こ
と
。

〈

8
)

④
供
述
録
取
世
一
同
の
採
録
。

⑤
一
審
問
過
程
の
統
制
。
も
し
必
要
且
つ
適
切
な
ら
ば
、
侮
戸
時
的
行
為
を
理
由

と
し
て
特
定
の
人
物
や
弁
護
士
を
審
聞
か
ら
排
除
す
る
こ
と
。
ま
た
、
適

切
な
質
同
に
答
え
な
い
証
人
に
対
し
て
は
、
そ
の
者
が
な
し
た
す
べ
て
の

関
連
す
る
証
言
を
記
録
か
ら
削
除
す
る
こ
と
。

⑤
任
意
解
決
や
論
点
の
明
確
化
の
た
め
に
当
事
者
の
同
意
を
得
て
協
議
を
な

す
こ
と
。
但
し
、
事
件
の
調
査
官
丘

E
C
は
な
し
え
な
い
。

⑦
手
続
上
の
諸
申
請
の
処
理
。
救
済
請
求
状
の
全
部
も
し
く
は
一
部
を
却
下

す
る
こ
と
。
中
間
報
告
を
な
す
前
に
、
審
問
再
開
ま
た
は
審
問
合
併
命
令

を
出
す
こ
と
。

⑧
行
政
手
続
法

(
E
5
5
E
E
Z
S
P
R
m
t
m
〉
♀
)
八
条
上
の
塁
前

合
致
す
る
よ
う
に
決
定
を
な
し
、
そ
れ
を
フ
ァ
イ
ル
す
る
こ
と
。

⑨
証
人
を
召
喚
し
、
尋
問
・
反
対
尋
問
し
、
書
面
や
他
の
証
拠
を
記
録
に
の

せ
る
こ
と
。

⑮
事
件
の
論
点
に
つ
き
、
自
ら
の
見
解
を
述
べ
る
よ
う
当
事
者
に
要
求
す
あ

」
》
』
。

以
上
の
よ
う
な
広
範
な
権
限
は
、
秩
序
だ
っ
た
審
問
を
通
じ
て
公
正
且
つ

完
全
な
記
録
を
作
成
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
録
は
、
行
政
法
裁

判
官
が
な
す
中
間
報
告
の
基
礎
と
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
局
委
員
会
の
裁

北法26(4・149)739

定
の
基
礎
と
も
な
る
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
正
旦

つ
完
全
な
記
録
の
作
成
及
び
そ
の
前
提
と
し
て
公
正
な
審
聞
を
実
施
す
る
こ

(悶
)

(

H

)

と
が
行
政
法
裁
判
官
に
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。



料

例
証
拠
法
則

資

審
問
時
の
最
大
の
争
点
は
、
通
常
、
不
当
労
働
行
為
の
事
実
認
定
に
関
す

る
。
事
務
総
長
及
び
申
立
人
は
、
各
種
の
-
証
拠
を
提
出
し
て
不
当
労
働
行
為

の
立
証
に
努
め
、
一
方
、
被
申
立
人
は
そ
れ
に
反
駁
を
加
え
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
こ
こ
に
、
証
拠
の
認
定
及
び
そ
の
前
提
と
し
て
い
か
な
る
証
拠
法
則

が
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
き
多
く
の
紛
争
が
生
じ
る
原
因
が
あ
る
。

ワ
グ
ナ

l
法
一

O
条
川
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
コ
モ
ン
ロ
ー
裁
判
所
も
し

く
は
エ
ク
ィ
テ
ィ
裁
判
所
で
使
わ
れ
て
い
る
証
拠
法
則
の
適
用
は
な
い
と
定

め
て
い
た
。
「
コ
モ
ン
ロ
ー
上
に
お
け
る
証
拠
法
則
は
、
陪
審
に
よ
る
審
理

の
成
果
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
則
は
、
臨
時
に
招
集
さ
れ

た
素
人
に
よ
る
裁
判
を
虚
偽
の
般
論
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

公明
含ら
5・か

色か
話 よ
けう
己な
E 性
己質
)を
の も
もっ
と ~íE
で拠
は法
適則
用は
さ
tL常
る設
べの
き行
で 1時

日ま
じて合判
」じ所

か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
ν
I
法
に
よ
り
当
該
条
文
は
削
除

さ
れ
、
審
問
は
、
コ
川
能
な
か
ぎ
り

(
g
p門
官
官
R
Z
S
E
O
)
合
衆
国
の
地

裁
に
お
い
て
使
わ
れ
て
い
る
-
祉
拠
法
則
に
基
づ
い
て
運
営
」
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

一
連
の
「
司
法
」
手
続
化
の
あ
ら
わ
れ
に
他

な
ら
な
い
。
こ
の
改
正
条
文
に
つ
い
て
は
、
「
可
能
な
か
ぎ
り
」
と
の
要
件
自

体
の
あ
い
ま
い
さ
も
あ
っ
て
.
い
か
な
る
証
拠
の
認
定
が
こ
の
要
件
を
満
足

さ
せ
る
か
に
つ
い
て
の
紛
争
が
跡
を
た
た
な
い
。
ま
た
、
こ
の
点
に
関
す
る

裁
判
所
の
見
解
も
そ
れ
ほ
ど
あ
き
ら
か
で
は
な
い
。
ご
く
一
般
的
に
い
え

ば
、
き
く
の
裁
判
所
は
、
「
行
政
的
審
問
と
し
て
の
特
殊
な
性
格
吋
か
ら
「
厳

格
な
証
拠
法
則
公
岡
田
♀

E
一2
c
h
z
E
2
2
)」
は
適
用
さ
れ
な
い
と
判
示

し
、
行
政
法
裁
判
官
の
裁
量
を
か
な
り
重
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
行
政
法
裁
判
官
の
認
定
が
証
拠
法
則
に
反
す
る
と
さ
れ
た
例
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
伝
聞
証
拠
だ
け
合
2
2ミ
と

g乙
で

不
当
労
働
行
為
を
認
定
し
た
事
案
や
特
定
の
事
項
(
会
社
、
が
州
際
通
商
に
従

事
し
て
い
る
こ
と
〉
を
立
証
す
る
た
め
の
証
拠
物
件

(
O
M
E
r
-
C
を
他
の
目

的
戸
不
当
労
働
行
為
の
立
証
)
の
た
め
に
使
っ
た
事
案
に
お
い
て
は
、
「
可
能

な
か
ぎ
り
」
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

ω略
式
決
定

(
2
5自
由

q
E
L問
。

E
2
3

審
問
は
、
不
当
労
働
行
為
の
立
証
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
前
述
し

た
。
し
か
し
、
事
案
に
よ
っ
て
は
事
実
関
係
に
つ
き
争
い
が
な
い
こ
と
も
あ

り
う
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
行
政
法
裁
判
官
は
、
証
拠
に
閲
す
る
饗
問

《
引
)
(
幻
)

〈

2
氏
。
三
宮
門
司

}W025m〉
を
経
ず
に
決
定
を
下
し
う
る
。
こ
れ
が
略
式
決
定

と
い
わ
れ
る
。
代
表
認
-
託
の
効
力
を
試
す
た
め
だ
け
に
団
交
を
抱
一
合
す
る
事

案
に
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
措
置
は
、
迅
速
な
事
件
処
理
に
と
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っ
て
極
め
て
有
効
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
、
そ
れ
を
安
易
に
認
め
た
な
ら
ば

適
法
手
続
に
違
反
す
る
お
そ
れ
も
多

vvこ
こ
に
略
式
決
定
の
問
題
点
が
見

出
さ
れ
よ
う
。

H 

(
1〉

ω・
τ
-
m
-
2
・

5
(
2〉・

(
2〉
一
九
七
二
年
以
前
に
は
「
審
問
官
公
己
主
命
E
5
2
0
円
)
」
と
よ
ば

れ
て
い
た
。
去
の
CM=cr
島

町

∞

2
5
z
-
P
Zえ
5
5
-
E
r
o
H
河乙
ω
l

E

C
ロω
回
C
白『牛・(一一当品)同
y

∞品・

(
3
)
刀・

-
N

掛

一

C

M

M

U

・

(
4
)
ω

で
・
抑
↓
口
一
-
一
O

(

ず
)
・
な
お
、
裁
判
所
も
そ
の
旨
判
示
し
て
い

る
。
「
G
B
-
Z
0
・
ω
・

C
三
宮
内
山

pnr吉
岡

r
g掲
巧
2
5
3
〈-

Z
「
何
回
-

M

一O

司
-

N

L

ω

N
印
・
(
の
〉
∞

--uE)
己
ω
N
U
・
山
田
C
〕『}命、
ω

町田
5
0
5
(
U
G
門口
m
L
H
U
2『

(UG--

〈・

2
F何回・
4
0
口
司
・
同
州
四

-
2・

ハ
の
〉
∞
・
一
回
目
吋
)
白
円
一
号
・

〈
5
〉
行
政
法
裁
判
官
の
採
用
は
以
下
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
る
。
ま
ず
、
人
事
委
員
会

(
C
2
5
2三
s
n
a
g
s
-
gち
る
が
、

行
政
法
に
携
っ
た
経
験
と
各
種
試
験
(
筆
記
・
口
答
〉
の
成
績
に
基

づ
き
、
応
募
者
の
中
か
ら
一

O
l
一
一
一
名
を
候
補
者
と
し
て
選
択
す

る
。
そ
し
て
、
局
委
員
会
が
主
席
行
政
法
裁
判
官
の
勧
告
に
基
づ
き

名
簿
の
上
位
三
名
の
中
か
ら
望
ま
し
い
人
物
を
採
用
す
る
。
な
お
、

一
九
六
八
年
段
階
に
お
い
て
は
、
金
行
政
法
裁
判
官
の
内
約
七

O
内ハ

1

セ
ン
ト
が

N
L
R
B
の
内
部
出
身
者
で
あ
る
。
当
-
H
V

・
ζ
5
1
d》♂

去、H
，
Z

Z
白色。口同一戸川凶「
2

m乙凶伸一
C
E
∞S
三
l
〉
ロ
〉
司
自
uBFE}
・3

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

宮
古
口
g
D
Z
C若
男

2
5
d
F
〈
D「
印
同

(
-
8
8
若
・
∞
吋
l
l∞ω∞・

(
以
下
、

ζ
ロ
号
写
l
Z
E
g
と
引
用
す
る
〉
。
な
お
、
本
論
文
を
紹

介
し
た
も
の
と
し
て
、
塚
本
重
頼
「
マ

i
フ
ィ
『
全
国
労
働
関
係
局

ー
そ
の
M

評
価
』
」
向
著
『
労
働
問
題
労
使
紛
争
の
法
理
』
〈
一
九
七
四
年
〉

所
収
が
あ
る
。

(
6
)

一
一
条

ω、
河
・
戸
期

-s・
a-

(
7〉
岡
山
・
戸
棚
一
O
N

・
2
・
が
そ
の
手
続
の
詳
細
に
つ
き
定
め
て
い
る
。

(
8
)
刃
・
戸
期
一
C
M

・
S
-
が
そ
の
手
続
の
詳
細
に
つ
き
J
A
め
て
い
る
。

(
9〉
戸
戸
棚
一
日
・
主
・
参
照
。

(
山
)
こ
れ
は
、
事
務
総
長
か
ら
の
却
下
の
申
請
を
認
容
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
な
さ
れ
る
。

(
け
)
八
条
(
決
定
)
「
第
七
条
に
従
い
聴
聞
を
行
な
う
こ
と
を
要
す
る

事
件
に
お
い
て
は
、

仙川略
川
提
出
及
び
決
定
1

決
定
の
勧
告
、
第
一
次
決
定
、
仮
決
定
、
叉

は
下
級
者
の
決
定
に
対
す
る
官
庁
の
一
件
審
交
に
基
づ
く
決
定
の
な
さ

れ
る
前
に
、
当
事
者
は
、
右
の
決
定
に
失
芸
ナ
す
る
職
員
の
考
慮
を
促

す
た
め
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
提
出
す
る
相
当
な
機
会
が
与
え
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω自
己
の
主
張
す
る
事
実
認
定
及
び
結
-
論

ω下
級
者
の
決
定
若
し
く
は
決
定
の
勧
告
又
は
官
庁
の
仮
決
定
に

対
す
る
異
議
の
申
立

ω右
の
異
議
の
申
立
若
し
く
は
事
実
認
定
又
は
結
論
を
支
持
す
る
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キヰ

理
由

記
録
は
、
当
事
者
が
提
出
し
た
右
の
事
実
認
定
、
結
論
又
は
異
議
の

申
立
に
対
す
る
裁
定
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
次
決

定
、
決
定
の
勧
告
及
び
仮
決
定
を
含
む
一
切
の
決
定
は
、
記
録
の
一

部
と
な
る
も
の
と
し
、
こ
れ
は
、
次
に
恨
向
け
る
事
項
に
つ
い
て
の
説

明
を
包
含
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω記
録
に
現
わ
れ
て
い
る
事
実
上
又
は
裁
畳
上
の
一
切
の
重
要
な

争
点
に
つ
き
、
認
定
及
び
結
論
並
び
に
そ
の
理
由
又
は
根
拠

同
適
当
な
規
則
、
処
分
、
制
裁
、
救
済
又
は
そ
の
拒
否
」

条
文
訳
は
、
鵜
飼
信
成
抑
制
『
行
政
手
続
の
研
究
』
〈
一
九
六
一
年
)
附

録
に
よ
っ
た
。

(
ロ
〉
か
よ
う
な
権
限
は
他
の
当
事
者
に
対
し
て
も
当
然
の
よ
う
に
認
め

ら
れ
て
い
る
。
刀
刃
湘
一
足
・

ω
∞・

(門川〉

ω-Hν
・
湖
一
O
ア
一
O
(ず
〉
及
、
ひ

H
N
H
N
四一
OM
・
ω吋
・
は
、
行
政

法
裁
判
官
の
忌
避
、
回
避
に
つ
き
定
め
て
い
る
。

(
川
門
)
〉
・

0
ω
E
X
T
〈

U
D
門司・〈・

2
「何回・

ω合同り・

M
L
-
c
ω
・((リ〉

ア
一
回
目
印
〉
え
二
0

・
は
、
も
し
行
政
法
裁
判
官
の
偏
見
に
よ
り
審
問

が
不
公
正
(
ロ
ミ
E
C
に
な
っ
た
な
ら
ば
、

N
L
R
B
は
再
度
審
問

を
仕
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
判
示
し
て
い
る
。

(
日
〉
〈
E
L
R
E
F
・4
7
n
H
a
2
r巳』
5

C『
勺

5
0『
『

巾

『

O
R
〉仏
5
5
1

』白骨
Z
E〈内閣切苧《出向
ω-uwHO耳
ω
「mw
耳
目
凶

q
i
2
5
〈
C
}
M品・ハ一回一山
U
)

司・

資

品目吋・

〈
日
山
)
一

O
条
側
、

F
H
F
叩

}ON
・
包

〈円
HU

の
虫
百
冨
】
開
口
町
一
口
句
。
江
口
m
W
E
n
-
〈
-
Z
H
l刀
戸

ω全同リ・

M
L
ω
可・

(
の
〉
回
喝
-
回
目
印
)
た

ω〕よ・

(ぼ
)
Z
F
m∞
〈
-
F
c
n回
目

C
E
Cロ
玉
一
∞
-
F
R
E
F
S問
問
宮
司
者
c
l

円}州市2・
M

一
同
町
e

N

仏∞
h

s

w

(

(

V

〉
印
・
一
回
目
品
〉
白
骨
∞
2
・

(
川
は
〉
回
喜
一
ゅ
よ
出
口
5
5
の
ミ
ロ
E

F
え
の
0
・〈
-
Z
F
H
N∞
L
O
O何
日
仏

-
Z岨

(
(
U

〉
∞
-
-
回
目
吋
)
州
民
-
〕
1
0

・

(mω
〉

zr岡
山
∞
戸
口
町
}M件
百
円
可
C
V
目
。
耳
目
了
一
一
ω
m
J
N
ι

目MT(((υ
〉

ア
一
出
品
{
]
〉
白
片

mM吋・

(
引

)
ω
ニ〈巾同『
2
m
v
C司
・
巳
了
間
yNωω
・

(泣

)
H
L
H
h
m∞
〈
-
C
E
Cロ
切
H
c
t
M
R
P
Hロ
n
w
k伊〔〕
ω
明
日

ι
∞∞
ω・ハ円い〉

h
r
-
市山田∞)白骨∞∞吋・

(
竹

ω)

た
と
え
ば
、

C
H仲
C
E
F
F口
・
事
件
。

z
m
Z「
H
G
ω
2
8印)・

(
刊
叶
〉
同
》
2
3・

E

吋}目。

Z
F岡山∞

S
B
5
5
m
z
a
5
8一
戸
谷
O
門司cznu『・
3

〉

5

5
一∞

c
z
q
c『
〉

5
2
5口
仁
三
(
呂
田

S
3・
N
a
l旧三

参
照
。
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内
中
間
報
告
(
回
M
M
Z
S
E
2
0
日
吉
岡
件
)

行
政
法
裁
判
官
は
、
審
間
後
、
中
間
報
告
書
を
作
成
す
る
。
こ
れ
は
、
事

実
認
定
、
法
的
判
断
及
び
な
す
べ
き
救
済
の
勧
告
か
ら
な
り
、
当
該
事
件
の

第
一
次
的
判
定
と
な
る
。
こ
の
中
間
報
告
に
不
服
な
者
は
、
局
委
員
会
に
異

議
申
立
し
う
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
中
間
」
報
告
た
る
所
以
で
あ

る



と
こ
ろ
で
、
な
に
ゆ
え
か
よ
う
な
二
段
階
の
判
定
手
続
を
も
う
け
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
局
委
員
会
の
裁
定
を
伐
つ
こ
と
な
く
迅
速
立
つ
任
意
に
命
令
を

遵
守
す
る
機
会
を
被
申
立
人
に
与
え
、
同
時
に
、
繭
後
局
委
員
会
に
お
い
て

〈

2
v

争
う
べ
き
論
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
、
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
五
名
の

委
員
よ
り
構
成
さ
れ
る
局
委
員
会
が
全
国
で
生
じ
て
い
る
数
多
く
の
事
件
を

直
接
に
処
理
す
る
の
が
不
可
能
な
こ
と
も
「
行
政
法
裁
判
官
制
度
」
の
導
入

亡オ

を
促
し
た
原
因
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
多
少
観
点
法
異
な
る
が
ベ
行
政
府
内

部
に
お
け
る
上
訴
制
度
は
、
行
政
庁
の
長
に
対
し
、
行
政
庁
に
お
け
る
裁
定

方
法
の
改
善
を
な
す
に
つ
き
必
要
な
情
報
を
も
た
ら
す
。
当
事
者
を
し
て
、

彼
ら
が
適
正
に
取
り
級
わ
れ
た
と
伝
ぜ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
満
足
感
を
与

(

B

)

 

ぇ
、
そ
れ
に
よ
り
行
政
庁
の
威
信
を
高
め
る
の
に
役
立
ち
う
る
」
と
の
指
摘

不当労働行為制度iこよって保護される「権利」の性質

一
方
、
か
よ
う
な
二
段
階
の
手
続
が
迅
速
な
事
件
処
理

〈

4
)

を
阻
害
す
る
こ
と
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
多
く
の
論
者
は
、
手
続

も
な
さ
れ
て
い
る
。

の
不
必
要
な
重
複
を
さ
け
る
た
め
に
、
特
定
の
場
合
に
の
み
局
委
員
会
に
対

す
る
異
議
申
立
が
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
、
と
提
唱
し
て
い
る
。

中
間
報
告
に
対
す
る
当
事
者
の
対
応
の
仕
方
は
、
次
の
一
一
一
つ
の
場
合
に
大

別
さ
れ
る
。

第
一
は
、
不
当
労
働
行
為
の
成
立
を
認
め
た
中
間
報
告
内
容
を
被
申
立
人

(

5

)

 

が
遵
守
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
時
に
は
、
事
務
総
長
及
び
各
当
事
者
か
ら

の
異
議
が
な
い
か
、
ぎ
り
、
局
委
員
会
は
、
公
式
命
令

Q
2
2乙

2
F「
〉
を

〈

6
〉

出
す
こ
と
な
く
事
件
を
終
了
さ
せ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
「
中
間
」
報
告
制
度

の
目
的
が
最
も
よ
く
達
成
さ
れ
た
場
合
と
い
え
よ
う
。

第
二
は
、
い
ず
れ
の
当
事
者
か
ら
も
異
議
が
申
立
て
ら
れ
な
い
場
合
で
あ

る
。
こ
の
時
に
は
、
中
間
報
告
は
自
動
的
公
三
3
5
ω
t
gロ
ユ
に
局
委
員
会

(
T
)
 

の
裁
定
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
局
委
員
会
は
、
爾
後
、
当
事
者
が
中
間

報
告
に
対
す
る
異
議
申
立
権
を
放
棄
し
た
も
の
と
し
て
行
動
す
る
。
さ
ら

に
、
裁
判
所
も
、
執
行
力
付
与
の
申
請
等
の
判
断
を
す
る
際
、
中
間
報
告
の

(
8
)

〈

u
n
)

内
容
、
た
と
え
ば
事
実
認
定
や
命
令
の
適
否
に
対
す
る
反
駁
を
考
慮
す
る
必

要
は
な
い
。
た
だ
、
被
申
立
人
が
本
法
の
管
幣
下
に
あ
る
こ
と
及
び
局
委
員

会
が
命
令
を
出
す
権
限
を
有
す
る
こ
と
の
み
を
判
断
す
れ
ば
足
り
る
。
異
議

申
立
権
放
棄
の
当
然
の
効
果
で
あ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

第
三
は
、
当
事
者
か
ら
異
議
申
立
が
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

中
間
報
告
の
送
達
を
う
け
て
か
ら
二

O
日
以
内
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

(川〉
ぃ
。
こ
の
場
合
に
は
、
局
委
員
会
が
直
接
事
件
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
異
議
申
立
人
が
局
委
員
会
の
手
続
ハ
及
び
そ
の
後
の
裁
判
手

続
可
で
主
張
し
う
る
こ
と
は
、
異
議
申
立
事
項
に
限
定
さ
れ
る
w

中
間
報
告

の
内
容
を
可
能
な
か
ぎ
り
尊
重
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
異
議
申
立
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
相
手
側
は
、

答
弁
摘
要
書

北法26(4・153)743
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局
委
員
会
は
、
再
審
査
に
お
い
て
異
議
申
立
事
項
の
み
を
審
査
し
、
そ
の

点
に
つ
き
勧
島
に
判
断
を
下
す
。
と
は
い
え
、
中
間
報
告
で
な
さ
れ
た
「
事

実
認
定
」
が
く
つ
が
え
さ
れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
、
と
い
わ

れ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
証
人
の
態
度
は
、
(
証
言
の
)
信
踊
脳
性
を
判
断
す
る

際
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
ま
た
、
局
委
員
会
で
は
な
く
審
問
官
〈
行
政
法

裁
判
官
・
引
用
者
注
)
が
証
言
中
の
証
人
を
観
察
し
う
る
の
で
、
信
胤
脳
性
に

M
H
 

関
す
る
審
問
官
の
判
断
が
証
人
の
態
度
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
か
ぎ
り
そ
れ

(
B
)
 

を
重
要
視
す
る
と
い
う
の
が
我
々
の
政
策
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
る
。

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

こ
の
審
査
の
結
果
、
不
当
労
働
行
為
の
成
立
が
認
め
ら
れ
な
い
時
に
は
、

局
委
員
会
は
、
救
済
誌
求
状
棄
却
命
令
を
発
す
る
。

一
方
、
そ
の
成
立
が
認

め
ら
れ
る
時
に
は
、
「
そ
の
者
に
当
該
不
当
労
働
行
為
を
中
止
す
る
こ
と
、
並

び
に
パ
ッ
ク
ベ
イ
を
伴
い
も
し
く
は
伴
わ
ず
に
被
用
者
を
復
職
さ
せ
る
こ
と

を
も
含
め
て
、
本
法
の
政
策
を
実
効
あ
ら
し
め
る
よ
う
な
積
極
的
行
為

〔

4
)

〈

5
)

(
O
B
E主
話
門
戸
内
Zc-M)
を
な
す
こ
と
を
要
求
す
る
命
令
を
発
」
す
る
。
も

っ
と
も
、
局
委
員
会
の
命
令
に
は
自
力
執
行
力
が
な
い
の
で
、
そ
れ
を
強
制

す
る
た
め
に
は
、

N
L
R
B
は
、
連
邦
控
訴
審
に
執
行
力
付
与
の
申
誌
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、
局
委
員
会
の
命
令
(
棄
却
命
令
も
含
む
)
に

よ
り
自
ら
の
利
益
が
害
さ
れ
た
者
も
、
執
行
力
付
与
の
申
請
を
待
つ
こ
と
な

く
、
命
令
の
取
消
し
訴
訟
を
連
邦
控
訴
審
に
提
起
し
う
る
。
た
だ
し
、
事
務

総
長
は
な
し
え
な
い
。
こ
れ
以
降
が
命
令
の
司
法
審
査
の
過
程
と
な
る
。
こ

れ
は
節
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
条
川
問
、
戸
岡
山
・
明
一
C
M
-

印0
・

岡
山
河
・
四
一
(
〕
N

・印
0

・

倖

g
e三
巴
門
可
宅
p
-
-
3
0
ι
G
n
t・-ロ
nJ
事
件
。

回一

zrHN∞
印
念

(
-
8
0
)

え
早
印
・
局
委
員
会
は
、
続
け
て
次

の
よ
う
に
裁
定
し
て
い
る
、
「
し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
関
連
す
る
証

拠
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
審
問
官
の
判
断
は
ま
っ
た
く
正
し
く
な

い
と
思
わ
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
我
々
は
信
懇
性
に
関
す
る
審
問
官

の
判
断
を
く
つ
が
え
す
こ
と
は
な
い
。
」

(
4
)

一O条
例
。

(
5〉
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
局
委
員
会
は
、
裁
定
後
に
お
い

て
も
再
考
慮

(
3
8
5三
2
E
E〉
、
再
審
問
〈
耳
Z
E
2巴
及
び
記

録
の
再
開

(20宮
口
一
口
問
。
『
丹
Z
2
n
2
L
)
を
な
し
う
る
。
刀
刀
・

湖一〔〕
N

・品目山・(仏〉・

(
1〉

(

2

)

 

ハ
3
〉

第
二
節

命
令
の
司
法
審
査

局
委
員
会
の
命
令
に
対
す
る
司
法
審
査
は
、
原
則
と
し
て
連
邦
控
訴
審
で
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な
さ
れ
る
。
命
令
に
よ
り
自
己
の
利
益
が
侵
中
日
さ
れ
た
者
は
、
当
該
命
令
の

取
消
訴
訟
を
提
起
し
う
る
。
ま
た
、
命
令
に
は
白
カ
執
行
カ
が
な
い
の
で
、

N
L
R
E
は
、
そ
れ
を
強
制
す
る
た
め
に
は
連
邦
控
訴
審
に
対
し
執
行
力
付



料

与
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
始
め
て
当
該
命

令
に
強
制
力
が
付
与
さ
れ
、
命
令
違
反
が
裁
判
所
侮
辱
を
構
成
す
る
こ
と
に

資

な
る
。

.
と
こ
ろ
で
、
命
令
に
自
力
執
行
力
が
欠
除
す
る
と
い
う
命
令
の
迅
速
な
履

ハ
1
}

行
を
阻
害
す
る
指
紋
は
、
な
に
ゆ
え
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由

は
そ
れ
ほ
ど
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
被
申
立
人
を
し
て
あ
く
ま
で

(
2
)
 

「
任
意
履
行
」
を
さ
せ
る
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
行
政

訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
と
救
済
命
令
の
磁
定
が
遮
断
さ
れ
る
日
本
法
上
の
処
理

と
一
脈
通
づ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
極
め
て
興
味
深
い

問
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
入
ら
ず
他
日
あ
ら
た
め
て
論
ず
る

(gv 

こ
と
に
し
た
い
。

き
て
、
命
令
の
司
法
審
査
の
手
続
は
、
ワ
グ
ナ
l
法
、
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト

レ
I
法
を
通
じ
て
大
き
な
変
更
を
み
な
い
。
た
だ
、
タ
フ
ト
・
ハ

i
ト
レ

I

法
は
、
迅
速
な
事
件
処
理
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
事
案
に
対
処
す
る
た
め
に

緊
急
救
済
制
度
を
創
設
し
た
。
本
節
で
は
、
ま
ず
こ
の
制
度
か
ら
検
討
し
て

、
ri
こ
;

l
v
さ
C
4
L
H
t
v

(

1

)

創
設
当
時
の

F
T
C
の
命
令
に
は
自
力
執
行
力
が
な
く
、
そ
の
強

制
の
た
め
に
は
裁
判
所
に
執
行
力
付
与
の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
っ

た
〈
一
九
一
四
年
の

F
T
C
法

Y
し
か
し
、
そ
の
後
一
九
三
八
年
の

ウ
イ
ラ
l
・
リ

1

(
巧
Y
S
F
H
l
H
hる
訟
に
よ
り
自
力
執
行
力
が
認

め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。

N
L
R
B
の
命
令
の
効
果
的
実
施
の
問
題

の
解
明
の
た
め
に
は
、
ウ
イ
ラ
!
・
り
l
法
成
立
ま
で
の
経
緯
が
有

北法26(4・156)746

益
な
示
唆
を
与
え
る
と
思
わ
れ
る
。

(

2

)

我
国
の
労
働
訴
訟
上
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る
「
任
意
の
履
行
に
期
待

す
る
仮
処
分
」
と
同
じ
白
的
を
も
っ
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
こ

の
点
に
つ
き
、
萩
沢
前
掲
論
文
三
八
頁
は
、
「
任
志
履
行
に
ま
か
し
た

ほ
う
が
流
動
的
な
労
使
関
係
と
い
う
も
の
は
け
っ
き
ょ
く
円
満
に
解

決
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
不
当
労
働
行
為
の
処
理

に
も
同
様
に
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

〈
3
〉
多
く
の
論
者
が
立
法
論
と
し
て
命
令
に
自
力
執
行
力
を
認
め
る
べ

し
、
と
提
唱
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
回
同
吉
田
R
・
3
旬

円

九

件

-LV℃

目
白
井

lmm印

-
H
N
D
F
E
P
8
・n
-
7
3
・コ
M
l
コω
等。

第
一
款

緊
急
救
済
制
度

緊
急
救
済
制
度
は
、
通
常
の
執
行
手
続
に
よ
っ
て
は
不
当
労
働
行
為
を
効

果
的
に
中
止
し
え
な
い
事
案
に
つ
き
、
迅
速
な
救
済
を
な
す
た
め
に
も
う
け

〈

1
〉
ハ

2
〉

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
労
働
組
合
の
あ
る
種
の
不
当
労
働
行
為

(一

O
条
川
)
や
迅
速
な
事
件
処
理
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
不
当
労
働
行
為

(一

O
条

ω〉
の
事
案
に
お
い
て
、
命
令
が
出
さ
れ
る
以
前
に

N
L
R
B
が

連
邦
地
裁
に
当
該
行
為
の
差
止
を
求
め
、
地
裁
が
適
当
な
差
止
命
令
を
発
布

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。



と
こ
ろ
で
、
こ
の
一

O
糸
川
と
一

O
条

ω上
の
差
止
命
令
は
、
緊
急
救
済

措
置
と
の
点
で
は
同
一
の
性
格
を
有
す
る
が
、
そ
の
規
制
の
対
象
と
な
る
不

当
労
働
行
為
類
型
や
手
続
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
個
別

に
論
ず
る
こ
と
と
し
た
。

∞ 
(

1

)

∞
己
包
己

C
『

Z
え

5
5一
〉
{
{
巳
2
・
吋
一
括

Z
O宅円、
mpro吋
円

ω
2
・

(
-
m
Y
A

吋
一
)
ヲ
田
印
・

(
2〉
緊
急
救
済
制
度
は
、
迅
速
な
救
済
に
よ
っ
て
爾
後
の
違
反
行
為
を

防
止
す
る
こ
と
(
一
般
予
防
)
を
目
的
と
す
る
、
と
い
わ
れ
る
o

zo仲

0
・
2
H
J
g
m
q
r
c『
子
。
、
P
2
3
Eミ
古
〕
巳
=
2
5
z
E
】グ
l

守
口
E
口
町

γ
与
G
門
戸
向
者
、
〉
《
山
岡
三
三
呉
昌
台

c
z
-
w
w
(
U
C
F
ヨ
r
E
』

0
2
5
一

色こ
L
君
主
L
ω
3口
r
L
2
D
E
E
M
F
〈

c--
∞
(
一
回
吋
N
〉
司
・
可
∞
・
(
以

下

Z
3
丹?ベ
7m-gr
と
引
用
す
る
)
。

不当労働行為市l度によって保護される「権利」の性質

村

一
O
条

ωょ
の
差
止
命
令

労
働
組
合
の
あ
る
径
の
不
当
労
働
行
為
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
申
立
が
あ

り
、
調
査
の
結
果
、
地
方
法
務
官
が
申
立
を
相
当
と
認
め
、
救
済
請
求
状
を

出
す
べ
し
と
の
結
論
に
達
し
た
な
ら
ば
、
地
方
法
務
官
は
、
「
適
当
な
差
止
命

令
に
よ
る
救
済
ハ
名
古

B
E
m
z
E
C
R
Z
d
E
3
0」
の
中
一
請
を
連
邦
地
裁

に
対
し
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申
請
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
裁
量
の

余
地
は
な
い
。
こ
の
強
制
的
差
止
命
令
の
対
象
と
な
る
不
当
労
働
行
為
類
型

は
、
八
条
刷
一
叫
判
・
倒
・
伺
違
反
行
為
〈
使
用
者
団
体
へ
の
加
入
強
制
や
不

当
な
認
証
を
要
求
す
る
ス
ト
等
マ
八
条
川
崎
違
反
行
為
〈
認
証
を
不
当
に
要

求
す
る
ピ
ケ
〉
、
八
条
例
違
反
行
為
(
ホ
ッ
ト
カ
ル
ゴ
協
定
)
で
あ
る
。
ま
た

八
条
山
川
崎
倒
違
反
ハ
仕
事
の
割
当
て
を
不
当
に
要
求
す
る
ス
ト
)
の
申
立
が

あ
り
、
上
述
の
救
済
か
適
当
と
思
わ
れ
る
時
に
も
、
地
方
法
務
官
は
、
差
止

命
令
の
由
，
請
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
申
請
を
う
け
て
、
裁
判
所
は
、
正
当
且
つ
適
切

c
z
a
g牛
耳
C
宮
司
)
と

思
わ
れ
る
差
止
命
令
に
よ
る
救
済
や
暫
定
的
制
止
命
令

(
Z
2
2
2弓
古

島
1

2
5
2悶
ミ
舟
円
〉
を
発
布
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一

O
条
川
の
規
定
は
、
上
述
の
不
当
労
働
行
為
類
型
に

つ
き
、
そ
れ
を
迅
速
に
救
済
す
る
こ
と
を
N
L
R
B
に
強
く
要
請
し
て
い

る
の
そ
し
て
、
こ
の
要
請
は
、
調
査
の
際
、
当
該
類
型
の
不
当
労
働
行
為
を

優
先
し
て
処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
の
規
定
に
も
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
運
営
の
実
際
は
こ
れ
ら
の
諸
規
定
の
構
想
ど
お
り
で
は
な
く
、

地
方
法
務
官
に
よ
る
差
止
命
令
の
申
請
は
必
ず
し
も
迅
速
に
な
さ
れ
て
は
い

な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
組
合
が
任
意
に
当
該
行
為
を
中
止

北法26(4・157)747

し
、
そ
れ
を
再
開
す
る
お
そ
れ
が
な
い
と
思
わ
れ
る
時
に
は
、

一
O
条
川
上

の
差
止
命
令
を
申
請
す
る
か
わ
り
に
任
意
解
決
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
」

円

2
)

と
の
政
策
を
N
L
R
B
が
採
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
任
意



料

解
決
の
試
み
を
前
認
す
る
が
ゆ
え
に
事
何
処
理
が
遅
滞
す
る
わ
け
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
事
件
の
背
景
や
内
容
の
相
違
を
ま
っ
た
く
無
視
し
て
一

O
条
川

の
対
象
と
な
る
あ
ら
ゆ
る
事
案
に
つ
き
、
差
止
命
令
を
即
座
に
申
請
す
る
こ

と
は
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
事
件
処
理
を
不
必
要
に
こ
じ

ら
す
可
能
性
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
案
の
円
満
な
解
決
を
あ
る
程
度
重

視
す
る
な
ら
ば
、

N
L
R
B
の
と
っ
て
い
る
措
置
は
、
必
ず
し
も
不
適
当
だ

(
3
)
 

と
は
い
い
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

資

差
止
命
令
の
申
請
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
連
邦
地
裁
は
、
地
方
法
務
官
に

と
っ
て
不
当
労
働
行
為
の
存
伝
を
信
じ
る
に
つ
き
相
当
な
事
由
が
存
す
る

か
、
ま
た
、
暫
定
的
救
済
を
な
す
こ
と
が
、
適
切
か
を
判
断
す
る
。
そ
し
て

(
4〉

双
方
の
要
件
が
満
足
さ
れ
た
同
に
の
み
差
止
命
令
を
発
布
す
る
。
こ
の
判
断

は
、
命
令
の
司
法
審
査
手
続
三

O
条
判
J
仙
)
上
の
判
断
を
拘
束
す
る
こ

(
E
)
 

と
は
な
い
。

な
お
、
一

O
条
川
上
の
差
止
命
令
は
、

N
L
R
B
の
裁
定
が
下
さ
れ
る
ま

で
効
力
が
継
続
し
、
当
該
命
令
違
反
は
、
裁
判
所
侮
厚
を
構
成
す
る
こ
と
と

な
る
。ハ

1
)

(
2
)
 

H
N
-
m
-
期

一

O
N
・

回

印

-

z
o件。
l
吋
一
再
吋
N
o
r
・
E
℃・

1
?
℃・印∞〕・

(
Z
F
m∞円り
Z
5
7向

E
E一

そ
の
外
に
、
調
査
自
体
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
及
び
連

明
↓
〔
〕

N
ω
O
)

邦
地
裁
判
事
が
違
反
の
明
白
な
主
証
を
求
め
る
こ
と
も
差
止
命
令
の

申
請
の
遅
延
原
因
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
】
・
可
申
・

(
3〉
か
よ
う
に
、
迅
速
な
事
件
処
理
の
要
請
と
「
任
意
」
解
決
の
要
請

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
法
に

関
し
て
も
当
然
い
え
る
。

〈

4
〉
回
E
E吉
岡

S
Lーの
C
口広
2
2
5ロ
↓
E
F

《

U
C
巳
口
丘
一
〈
・
〉
-
胃

P

ω
O
M
Hリ

-

M

内
山
印
宏
司
(
の
〉
伊
呂
田
N
)

は
、
一

O
条
川
の
手
続
に
つ

い
て
は
、
ノ
リ
ス
・
ラ
ガ
l
デ
ィ
ア
法
の
制
約
を
う
け
な
い
、
と
判

示
し
て
い
る
。
な
お
、
ノ
リ
ス
・
ラ
ガ

i
デ
ィ
ア
法
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
高
島
良
一
「
ノ
リ
ス
・
ラ
ガ
l
デ
ィ
ア
法
の
解
説
」
比
較
労

働
法
研
究
会
編
『
米
国
労
働
差
止
命
令
』
(
一
九
五

O
年
〉
所
収
が
詳

細
で
あ
る
。

(
5
)

こ
の
点
は
次
の
よ
う
な
事
案
で
問
題
と
な
っ
た
。
元
請
の
被
用
者

が
元
請
を
し
て
下
請
と
の
取
引
を
停
止
さ
せ
る
た
め
に
ス
ト
を
な
し

た
。
そ
の
ス
ト
が
八
条
川

ω刊
に
該
当
す
る
と
し
て
一

O
条
川
上
の

差
止
命
令
発
布
の
申
請
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
地
裁
は
、
組
合
の

ス
ト
は
州
際
通
商
に
影
響
を
与
え
な
い
と
の
理
由
で
申
請
を
却
下
し

た。

ω司
2
q
〈

0
2
2
2
∞
己

5
3岡
田

口

仏

の

0
2
ω
同

2
n
t
cロ
吋
3
Lめ

の
2
ロ
ロ
ニ
司
司
・
∞
戸
石
・

ω
N
↓(一
U
A
∞
)
・
そ
の
後
、

N
L
R
B
は、

組
合
の
当
該
行
為
を
不
当
労
働
行
為
と
認
定
し
、
さ
ら
に
執
行
力
付

与
の
申
請
を
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
地
裁
の
判
断
に
よ
っ
て
論
点
、
が

既
判
事
項
今
2
古
島

g
g
)
に
な
る
か
が
争
わ
れ
、
回
日
件
。
ロ
判
事

は
、
本
文
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

Z
F
m∞
〈
・

0
3〈
2
∞
己
Z
F口問
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M
E
L
C
V間
百
マ

E
z
-
-
M
、『

E
L
め
の
3
2
2
町一「

ωム
一
己
・

ω・
雪
印
(
一
∞
印
一
〉

え
川
町
∞
N
.

ω一
O
条

ω上
の
差
止
命
令

地
方
支
局
長
は
、
救
済
請
求
状
の
発
布
後
、
迅
速
な
救
済
が
「
特
に
」
必

要
と
さ
れ
る
事
件
に
つ
き
、
適
当
な
斬
内
定
的
救
済

(
Z
B
H
5
2
q
E
E〉

も
し
く
は
制
止
命
令
(
司
ゆ
え

E
z
z
m
2号
円
〉
を
発
布
す
る
よ
う
連
邦
地
裁

∞ 
に
申
請
し
う
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
権
限
は
地
方
支
局
長
の
完
全
な
裁
量
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
申
請
に
は
局
委
員
会
の
承
認
が
必

要
と
さ
れ
る
。
こ
の
限
度
で
局
委
員
会
は
告
発
権
限
を
も
行
使
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
か
よ
う
な
申
請
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
裁
判
所
は
、
「
正
当
且
つ

適
切

C
E同

EdL
買
高
司
『
〉
」
と
閉
山
わ
れ
る
差
止
命
令
を
発
布
す
る
こ
と
と

な
る
。

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

以
上
の
一

O
条

ωkの
手
続
を
前
述
し
た
一

O
条
川
上
の
手
続
と
対
比
寸

れ
ば
次
の
点
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
①
申
請
す
る
か
否
か
の
判
断
が

局
委
員
会
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
②
そ
の
時
期
は
、
救
済
請
求
状
洛
布
協
で

あ
る
。
@
緊
急
の
処
理
が
必
要
と
さ
れ
る

b
ら
恥
か
不
当
労
働
行
為
類
型
に

適
用
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一

O
条
ゅ
は
、
い
か
な
る
場
合
に
局
委
員
会
は
差
止
命
令
の

申
請
を
す
べ
き
か
、
ま
た
、
連
邦
地
裁
は
い
か
な
る
場
合
に
差
止
命
令
を
発

布
す
べ
ぎ
か
、
に
つ
い
て
な
ん
ら
の
定
め
も
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の

内

q
d
v
d

点
に
つ
い
て
の
立
法
意
図
も
極
め
て
不
明
確
で
あ
る
。
、
し
た
が
っ
て
、
多
く

の
紛
争
が
生
じ
て
い
る
。
特
に
、
司
法
審
査
の
範
囲
に
つ
い
て
は
激
し
い
論

議
が
た
た
か
わ
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
一

O
条

ωの
規
定
は
、
迅
速
な
事
件
処
理
と
い
う
点
に
お
い

て
は
日
本
法
上
の
「
緊
急
命
令
制
度
」
と
そ
れ
な
り
に
類
似
し
た
目
的
・
手

続
を
有
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
メ
リ
カ
法
上
の
処
理
は
、

日
本
氏
上
の
そ
れ
に
有
益
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

こ
こ
で
は
こ
の
間
題
を
や
や
詳
細
に
論
ず
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
主
要
な

論
点
た
る
「
司
法
審
査
の
範
囲
」
の
問
題
に
は
い
る
前
に
、
ま
ず
、

N
L
R

B
内
部
に
お
け
る
処
理
の
実
態
に
つ
き
検
討
を
く
わ
え
て
お
き
た
い
。

ω
N
L
R
B
の
内
部
手
続

N
L
R
B
は
、
一

O
条
ω
の
差
止
命
令
の
申
請
を
迅
速
且
つ
統
一
的
に
処

理
す
る
た
め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
、
地
方
支
局
長
は
以
下
の
諸
事
項
を

(
4
)
 

考
慮
し
て
申
請
す
る
か
否
か
を
決
定
す
べ
し
と
し
て
い
る
。

①
違
反
が
あ
き
ら
か
か
。

北法26(4・159)749

②
重
要
な
企
業
の
閉
鎖
に
よ
っ
て
公
益
に
異
常
な
街
激
を
与
え
る
か
。

③
不
当
労
働
行
為
が
地
域
的
に
広
範
閤
に
わ
た
り
公
け
の
関
心
を
集
め
て
い

る
か
。



本}

④
通
常
の
救
済
手
続
で
は
現
状
問
復
が
不
可
能
で
あ
る
よ
う
な
特
別
な
問
題

を
含
ん
で
い
る
か
。

資

(
5
)
 

⑤
N
L
R
B
の
手
続
無
視
が
悪
質
な
態
様
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
か
。

⑥
違
反
の
継
続
的
性
格
ゆ
え
に
申
立
人
に
不
当
な
負
担
を
負
わ
ぜ
て
い
る

、み

0

・刀⑦
不
当
労
働
行
為
が
繰
り
か
え
し
な
さ
れ
る
性
質
か
。

③
地
方
当
局
の
手
に
負
え
な
い
暴
行
が
な
さ
れ
た
か
。

⑨
放
済
請
求
を
な
す
時
機
が
適
切
か
。

も
っ
と
も
、
以
上
は
あ
く
ま
で
も
「
ガ
イ
ト
ラ
イ
ン
」
に
す
ぎ
な
い
。
ま

(
6
)
 

た
、
そ
の
内
容
自
体
も
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

現
実
に
は
、
統
-
的
且
つ
迅
速
な
事
件
処
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
必
ず

し
も
い
え
な
い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
支
局
長
に
よ
っ
て
承
認

を
求
め
ら
れ
た
事
案
の
圧
倒
的
多
数
が
局
委
員
会
の
承
認
を
う
け
え
な
か
っ

(
7
v
 

た
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
手
続

(
8
)
 

上
運
営
上
の
欠
陥
も
、
事
件
処
理
を
遅
延
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
結

)訪

一O
条

ωの
構
想
が
十
分
に
は
実
現
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
ろ

ぅ
。
①
差
止
命
令
の
申
請
を
す
る
か
否
か
、
及
び
い
か
な
る
申
請
を
す
る

(
9
v
 

か
、
の
決
定
権
限
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
集
中
し
て
い
る
。
②
地
方
法
務
官
は
、

す
で
に
提
出
さ
れ
た
宣
告
供
述
議
公
主
去
三
宮
)
に
よ
ら
ず
、
自
ら
事
件
を

再
調
査
し
て
局
委
員
会
の
承
認
を
求
め
る
か
否
か
を
決
定
す
る
。
@
-
申
請
が

な
さ
れ
る
以
前
に
任
意
解
決
が
試
み
ら
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に

N
L
R
B
の
内
部
手
続
に
は
種
々
の
欠
陥
が
見
い
出
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
是
正
を
白
的
と
し
た
諸
々
の
改
革
案
が
提
唱

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
迅
速
な
事
件
処
理
の
た
め
に
地
方
支
局
長
が
独

(
山
川
〉

自
の
判
断
で
申
請
し
う
る
よ
う
に
す
べ
き
、
と
か
、
ま
た
、
拘
束
力
の
あ
る

(
日
)
〈
印
)

明
確
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
議
会
が
設
定
す
べ
き
と
か
、
の
主
張
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
提
案
は
い
ま
だ
に
現
実
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。

ω司
法
審
査
の
範
囲

N
L
R
B
に
よ
り
適
一
当
な
差
止
命
令
の
申
-
請
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば
、
連
邦

地
裁
は
、
正
当
且
つ
適
切
な
差
止
命
令
を
発
布
す
る
。
と
は
い
え
、

0 
条

ωは
、
い
か
な
る
場
合
に
差
止
命
令
を
発
布
す
べ
き
か
に
つ
い
て
な
ん
ら
の

定
め
も
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
き
激
し
い
論
争
が
な
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
。
と
り
わ
け
、
マ
ク
ロ
ー
ド
対
G
E
事
件
(
後
述
)
で
地
裁
と

控
訴
審
が
差
止
命
令
発
布
の
「
要
件
自
体
」
に
つ
き
異
っ
た
見
解
を
あ
き
ら

(

時

)

か
に
し
た
こ
と
か
ら
論
争
的
状
況
が
生
じ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
、
そ
の
「
要

件
自
体
」
が
争
点
と
な
っ
た
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
裁
判
所
と

し
て
は
、
個
々
の
具
体
的
事
案
の
妥
当
な
解
決
を
主
要
な
役
割
と
し
て
い
る

の
で
、
要
件
自
体
に
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ



》
J 。

で
は
、
裁
判
所
は
、
い
か
な
る
場
合
に
差
止
命
令
を
発
布
す
べ
き
で
あ
ろ

う
か
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
が
発
布
さ
れ
る
た
め
の
要
件
は
い
か
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
応
三
つ
の
考
え
方
が
提
唱
さ
れ

て
い
対
「
一
応
」
と
の
留
保
を
つ
け
た
の
は
、
以
下
の
三
つ
の
考
え
方
は
、

あ
く
ま
で
も
個
別
事
案
と
の
関
連
で
主
張
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、

一
般
的

口

な
判
断
基
準
と
し
て
主
張
さ
れ
た
場
合
は
ご
く
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
一
一
は
、
本
条
違
反
が
あ
る
と
認
め
る
に
つ
き
相
当
な
事
由
の
存
在
の
み

を
要
件
と
す
る
も
の
で
あ
る
(
便
宜
上
第
一
説
と
よ
ぶ
、
以
下
同
じ
〉
。
差
止

命
令
発
布
の
「
必
要
性
」
の
判
断
は
必
ず
し
も
必
要
と
さ
れ
な
い
。
こ
の
第

一
説
を
と
っ
て
い
る
裁
判
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
外

河ミ当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

見
は
第
一
説
を
と
っ
て
い
る
裁
判
例
で
あ
っ
て
も
、
事
案
を
総
合
的
に
観
察

す
る
な
ら
ば
、
黙
示
的
に
差
止
命
令
発
布
の
「
必
要
性
」
を
判
断
し
て
い
る

場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
説
を
と
る
裁
判
例
の
多
く

は
、
実
質
的
に
以
下
の
諸
説
に
組
み
入
れ
ら
れ
よ
う
。

第
一
説
以
外
は
、
相
当
事
由
と
と
も
に
差
止
命
令
発
布
の
必
要
性
を
も
そ

の
要
件
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
必
要
性
の
程
度
如
何
で
見
解
が
わ
か
れ

る。
第
二
説
は
、
必
要
性
の
内
容
を
緩
や
か
に
解
し
、
差
止
命
令
に
よ
る
救
済

が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
本
法
の
目
的
が
阻
害
さ
れ
る
、
も
し
く
は
、
公
益
侵
害

が
著
し
い
時
に
そ
の
必
要
性
あ
り
と
す
り
)
こ
れ
は
、
マ
ク
ロ
ー
ド
対
G
E

事
件
に
お
け
る
地
裁
の
立
場
で
あ
る
。
地
裁
は
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て

申
請
を
認
容
し
た
。
「
一

O
条

ωの
救
済
は
、
局
委
員
会
の
裁
定
や
裁
判
所
に

よ
る
執
行
と
い
う
通
常
の
手
続
き
よ
り
も
よ
り
迅
速
な
是
正
措
置
が
必
要
と

さ
れ
る
ほ
ど
(
不
当
労
働
行
為
の
)
公
益
じ
対
す
る
侵
害
が
極
め
て
大
き
い

時
に
こ
そ
適
切
で
且
つ
利
用
可
能
で
あ
る
。
本
件
は
、
国
防
や
経
済
全
体
に

実
質
的
な
影
響
を
与
え
る
巨
大
且
つ
基
幹
の
企
業
に
関
す
る
の
で
明
確
に
そ

の
場
合
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
」
本
件
に
つ
き
評
釈
を
書
い
て
い
る
論
者

の
多
く
は
、
こ
の
見
解
に
賛
同
し
て
い
対

一
方
、
第
三
説
は
、
必
要
性
を
よ
り
厳
格
に
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
差
止

命
令
が
発
布
さ
れ
な
け
れ
ば
現
状
を
維
持
し
え
ず
、
ま
た
、
回
復
不
可
能
な

損
害
を
回
避
し
え
な
い
場
合
に
の
み
そ
の
必
要
性
あ
え
と
す
切
こ
れ
は
、

マ
ク
ロ
ー
ド
対
G
E
事
件
の
控
訴
審
の
立
場
で
あ
り
、
差
止
命
令
に
関
す
る

〔

幻

)

エ
ク
ィ
テ
ィ
上
の
諸
原
則
に
最
も
忠
実
で
あ
る
。
同
裁
判
所
は
、
「
N
L
R
B

は
、
差
止
命
令
が
現
状
維
持
と
回
復
不
可
能
な
損
害
公
司
与
ω
g
r
g
r
g
g〉

を
防
ぐ
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
な
い
」
と
判
示
し
て
申
請
を
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認
め
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
第
三
説
に
対
し
て
は
次
の
よ
う
な
鋭
い
批
判
が
崎
市
二
説



料

を
支
持
す
る
論
者
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
は
、
エ
ク
ィ
テ
ィ
上
の
諸

原
則
は
、
あ
く
ま
で
私
人
間
の
訴
訟
を
処
理
す
る
た
め
、
す
な
わ
ち
、
私
益

資

の
調
整
原
理
な
の
で
、
公
益
の
立
山
明
か
ら
不
当
労
働
行
為
を
迅
速
に
防
止
す

る一

O
条

ωの
解
釈
に
は
適
さ
な
匂
と
す
る
。
そ
の
こ
は
、
不
当
労
働
行

為
防
止
の
主
要
な
役
割
を
N
L
R
B
と
い
う
独
立
規
制
委
員
会
に
委
ね
た
以

上、

N
L
R
B
の
裁
量
を
重
視
し
、
裁
量
が
濫
用
さ
れ
た
場
合
に
の
み
裁
判

所
が
チ
ェ
ッ
ク
す
れ
ば
足
り
る
、
と
す
る
。
以
上
の
批
判
は
、
理
論
的
に
か

な
り
説
得
力
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
論
争
は
、
い
ま
だ
に
結
着
を
み
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
と
い
う
の
は
、
マ
ク
ロ
ー
ド
対
G
E事
件
が
当
事
者
間
で
自
主
的
に
解

決
さ
れ
、
最
高
裁
の
判
断
が
下
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ム
に

ハ
1
〉
局
委
員
会
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
一
九
五
八

年
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
事
務
総
長
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
う

け
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、

ω
-
a
r
は
、
局
委
員
会

が
告
発
段
階
ま
で
関
与
す
る
の
は
権
能
分
離
に
反
す
る
と
し
て
、
一

九
五
八
年
以
前
の
手
続
に
復
帰
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
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申
立
人
は
、
差
止
命
令
申
請
手
続
を
開
始
し
え
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
「
参
加
」
も
し
え
な
い
。

maロG
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ω
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・
宮
司
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F
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ω
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吋

2
・
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
当
該
手
続
に
お
け
る
N
L
R
B
の

イ
ニ
シ
ア
テ
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を
重
視
し
て
い
る
。
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二
M
N
1
1
一一
M
m
-

(
以
下
、

z
c
g
l吋
宮
(
』
)
と
引
用
す
る
〉

(
4
)
E
C
E目
P
F
m
L】己『

ωロ
F
8ヨ
ヨ
円
同
庁
内
C
ロ丹
y
m
w
Z
「
河
田
(
一
回
目
一
〕
に

お
け
る
事
務
総
長
の
発
言
。

2
2
0
〈
-
E
n
E
L巧
F
g
m
E
E口問

。0
・・
M
D
印
同

ωロ℃司・品目印・

(
Z・
0
・
orzu
一
百
四
日
)
主
ミ
∞
・
か

ら
の
引
用
。

(
5
〉
た
と
え
ば
、
選
挙
干
渉
や
N
L
R
B
の
認
証
を
悪
質
な
態
様
で
無

視
す
る
こ
と
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

ω
U
m
-
P
S
-
E
F
e
℃・品目
N

・

(
6
)
Z
C
Z
A
Z
H
N
o
r
・
3
・
印
可
1
8
u・

〈

7
)
ω
w
m
F
G
n
u
-
w
匂・

4
2
・
は
、
具
体
的
に
次
の
数
字
を
あ
げ

て
い
る
。
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度年 要2求か喜岳主地望承認件会局書

1962 143 11 

1963 170 15 

1964 141 18 

1965 148 18 

1966 212 17 

1967 192 22 

1968 190 16 

1969 235 15 
1970 191 17 

総計l1622~と



同

ハ8
d
z
o
g
-
-，Z
同N
o
r
・
3
・
g
u
l印吋口・

ハ
9
)

局
委
員
会
が
地
方
支
局
長
か
ら
の
承
認
要
求
の
是
非
と
判
断
す
る

の
に
平
均
三
八
日
か
か
る
と
い
わ
れ
る
。

z
c
r
u
a〉

ω
5
2可
C『

問、
ω
-
u
z
m
E
=
m会
2
・
ョ
〈
町
四
E
U
戸
内
凶
者
河
内

i
o
d
F
ぐ

c-
・印
k

p

(

一回目∞〉

宅
・
コ
ー
l芯
・
(
以
下
、

z
c
g
l
Fミ
ミ
と
引
用
す
る
)

(
叩

)
ω
岡市
m
-
p
o
℃
・
町
一
?
℃
・
合
∞
・

(HH〉

HNO子
ヨ
ω2
・守刀
-
n
M
円・・司・吋一

N
・

ハ
ロ
)
た
と
え
ば
、

Z
O件。
l
吋
Z
-
N
G
F
℃
-
m
∞
N・
は
、
次
の
事
案
等
に

つ
い
て
は
差
止
命
令
を
発
布
す
べ
き
で
あ
る
と
提
唱
す
る
。

①
組
織
化
段
階
に
お
け
る
八
条
例
助
も
し
く
は
八
条
倒
的
違
反
事

件
9

@
被
用
者
に
回
復
で
き
な
い
損
害
を
与
え
る
差
別
的
解
雇
。

@
最
初
の
交
渉
に
お
け
る
悪
質
且
つ
明
白
な
団
交
拒
否
。

〈
日
)
こ
の
問
題
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
緊
急
命
令
を
発
布
す
る
際
、

裁
判
所
は
い
か
な
る
事
項
に
つ
き
司
法
審
査
を
す
べ
き
か
、
と
い
う

日
本
法
上
の
そ
れ
と
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。

(
川
門

)
Z
D
g
t
4
7
σ

一ο
ハ』
γ
同y
-
一時・

〈はは
)
ω
広間一
F
C℃
-
a
f
M》同
y
h
F
a
l
h日∞
M
u
z
o
g
l叶，
r
o
m
-
-
P
℃
-
g∞

注〈

5
8参
照
。

ハ
日
山
〉
た
と
え
ば
、
こ
の
見
解
を
と
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
】
o
r
g昨日ロ

〈
-
何
〈
ωロタ

MNω

司・

ωロ官官・吋田町唱

(
H
W
-
U
-
z
oユ
「
の
2
0
Z
Z
0
・

呂田
ω
〉
は
、
該
差
止
命
令
が
現
状
維
持
に
役
立
つ
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。
白
押
吋

2
・

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

(
げ
〉
た
と
え
ば
、
〉
コ
色
。
〈
・

ωRra-ω
∞
N
一
白
日
仏
白
山
印
ぜ
〈
(
U

〉
一
0

・

一回目吋一)白神田町口・

(
問
)
八
事
実
〉
阿
見

R
E
t
s乙
C
口
F
q
p
q
同
巴

2
E
g
-
-
E公
0
5
ι

冨
R
z
z
g
c町宮
B

は、

G
E
と
の
交
渉
を
よ
り
効
果
的
に
遂
行

す
る
た
め
に
交
渉
委
員
会

(
g円
四
三
三
品

S
2
2
3
2
)

を
設
置

し
、
そ
の
中
に
G
E
と
交
渉
関
係
を
有
す
る
他
の
七
組
合
の
組
合
員

を
含
ま
し
め
た
。

G
E
は、

I
U
E
R
M
W
以
外
の
組
合
員
を
含
む

と
の
理
由
で
該
委
員
会
と
の
交
渉
を
拒
否
し
た
。
そ
こ
で
、

I
U
E

R
M
W
は
八
条
例

ω及
び
同
同
に
該
当
す
る
不
当
労
働
行
為
で
あ
る

と
申
立
て
た
。
救
済
請
求
状
の
発
布
後
、
地
方
支
局
長
は
、
一

O
条

ω上
の
差
止
命
令
の
発
布
申
請
を
な
し
た
。

〈叫は
)
p
h
n
F
g
仏〈・

0
同w
n
o
-
-
M印吋明・

ω己官官・

2
0・
(ω
・
0
・
z・J

円・・

一∞田町一)白骨吋口∞・

(

刊

叫

)

山

内

閣

-
p
o目
y
g
H
J
甘

品

目

WMU
吋

L
o
g
-
z、
吋
何
回
出
向

u
O
B
q
H
E
Y
R
E
C
S

ロロ
L
2
ω
2
Z
C口
一
O

(

」
〉
口
町
包
括
吋
え
?
出
ミ
江
市
可
〉
a
・w

・
2
。宅

J
『

O
H
r
c三〈
2
2同
可
「
ω
宅
列
。
三
ぬ
4
3
〈
D

-

A

A

(

一回目白〉司自
y

一泊四

1
3吋
・
(
以
下
、

Z
C円め
l
H，

g】
宮
包
ミ
と
引
用
す
る
)

な
お
、

z
c
z
i
ω
5
2
F
℃
・
日
・
は
、
基
準
自
体
に
関
し
て
は

地
裁
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
件
は
新
規
の
且
つ
複

雑
な
事
案
な
の
で
本
件
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
控
訴
審
の
判
断
を
妥
当

と
し
て
い
る
。
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(
引
〉

(辺〉

Z
C件。
l
、H
J
5
5
(』〉
w

刀
・
コ
吋
は
、
こ
の
説
を
支
持
す
る
。

エ
ク
ィ
テ
ィ
上
の
諸
原
則
に
つ
い
て
は
、
柳
川
俊
一
「
英
米
法
に



一料

お
け
る
仮
処
分
公
三

E
E
S
)
の
研
究
」
司
法
研
究
報
告
書
九
輯

二
号
(
一
九
五
六
年
)
四
五
|
六
五
頁
を
み
ら
れ
た
い
。

〈お
)
ζ

。Z
O仏
戸
。
・
閃
・
(
リ
0
・・

ω
白
白
河
川
内
凶
∞
4
1
・
〈
の
〉
吋
・
一
泊

me

m-ぃ∞印(〕・

〈引け
)
ω
芯

m
-
p
c℃
-
n
X
よ
司
ム
ミ
・
参
照
。

(お〉

Z
D
件。l
吋
の
ヨ
司

o
s
q・同
y

吉田・

〈巾勾〉

ppruq仏〈・
0
・閃
-no--ω
∞印

C
・
ω・印
8
・
(
呂
田
可
〉
凶
件
印
ω品・

P 資一

第
二
款

一
命
令
の
司
法
審
査

r
i
l
l
、N

L
R
B
の
命
令
に
は
自
力
執
行
力
が
欠
除
し
て
い
る
の
で
、

N
L
R
B

命
令
の
執
行

は
、
そ
れ
を
強
制
す
る
た
め
に
連
邦
控
訴
審
に
対
し
執
行
力
付
与
の
申
請
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
申
請
を
す
る
か
否
か
は
、
ま
っ
た
く
N
L
R

B
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
命
令
違
反
が
継
続
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ

(
2〉
(
S
V

て
必
ず
し
も
申
請
を
す
る
必
要
は
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
申
立
人
が
独
自
に

当
該
申
請
を
な
す
こ
と
も
許
さ
れ
て
は
い
な
い
。

N
L
R
B
の
提
起
し
た
訴

訟
へ
の
「
参
加
」
の
み
が
許
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に

も
、
行
政
庁
主
導
型
で
事
件
を
処
理
す
る
ア
メ
リ
カ
不
当
労
働
行
為
制
度
の

特
質
が
は
っ
き
り
と
見
い
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
問
題
の
詳
細

は
三
章
に
ゆ
ず
り
た
い
。

一
方
、

N
L
R
B
の
命
令
に
よ
り
自
己
の
利
益
が
害
さ
れ
た
者
も
、
命
令

(
自

の
取
消
訴
-
訟
を
提
起
し
う
る
。
日
穴
休
的
に
は
、
命
令
の
名
宛
人
〈
被
申
立
人
〉

及
び
申
立
人
(
棄
却
命
令
の
場
合
〉
が
、
そ
れ
を
な
し
う
る
。
事
務
総
長
は

〔

7
v

な
し
え
な
い
。
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以
上
の
一

O
条
例
も
し
く
は
一

O
条
的
に
よ
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
な
ら

円

8
ぱ

ば
、
控
訴
審
は
、
裁
定
の
事
実
認
定
、
法
的
判
断
及
び
救
済
請
求
状
の
適
否

に
つ
き
独
自
に
判
断
を
く
わ
え
る
。
こ
の
審
査
に
お
い
て
、
当
事
者
は
、
各

々
自
ら
の
見
解
を
主
張
し
う
る
。
し
か
し
、

N
L
R
B
の
手
続
に
お
い
て
主

張
し
な
か
っ
た
事
項
を
主
張
し
え
な
い
。
但
し
、
特
別
な
事
情

(
Z丹

Boa--

E
q
a
z
c
g
a
g
n何
回
〉
が
あ
る
場
合
に
は
例
外
的
に
許
さ
れ
る
。
ま
た
、

証
拠
の
追
加
に
つ
い
て
も
制
約
が
な
さ
れ
て
い
る
。
証
拠
が
重
要
(
田
弘
2
2
3

で
あ
り
且
つ

N
L
R
B
の
審
問
の
際
、
そ
れ
を
提
出
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ

(
刊
〉

き
合
理
的
な
事
由
が
あ
る
場
合
に
か
ぎ
り
追
加
が
許
さ
れ
る
。

こ
の
司
法
審
査
の
過
程
で
主
要
な
争
点
と
な
る
の
は
事
実
認
定
に
関
し
て

で
あ
る
。
事
案
の
性
質
上
当
然
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
事
実
認

定
に
対
す
る
司
法
審
査
の
あ
り
方
を
中
心
に
検
討
を
く
わ
え
る
。

一
O
条
例
は
、
「
事
実
問
題
に
関
す
る
局
委
員
会
の
認
定
は
、
記
録
全
体
を

考
察
し
た
結
果
、
実
質
的
証
拠

(ω
ロ
『

ω4庁
防
口
立
ω-
め
〈
一
ハ
目
。
ロ

nm同
〉

に
よ
り
支
持

さ
れ
て
い
る
時
に
は
最
終
的

(gロ
n
-
5
2
6
な
も
の
と
す
る
」
と
定
め
る
。

し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
局
委
員
会
の
事
実
認
定
が
「
実
質
的
証
拠
」
に



円

H
V

よ
り
支
持
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の
認
定
を
く
つ
が
え
し
え
な
い
。
局
委

員
会
(
も
し
く
は
行
政
法
裁
判
官
〉
の
専
門
技
術
性
合
与
え
宮
与
を
重
視

す
る
ゆ
え
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
「
実
質
的
証
拠
」
の
内
容
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
こ
こ
に

こ
の
点
に
つ
き
多
く
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
原
因
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
最

高
裁
は
、
ワ
グ
ナ
l
法
以
来
、
数
多
く
の
判
決
を
下
し
、
)
次
第
に
そ
の
内
容

亡主

を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
四
六
年
に
行
政
手
続
法
一

O

条
例
が
制
定
さ
れ
、
よ
り
厳
格
な
司
法
審
査
が
要
求
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

ま
た
、
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ

l
法
も
こ
の
点
に
つ
き
若
干
の
改
正
を
な
し

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

た
。
そ
こ
で
、
最
高
裁
は
、
一
九
五
一
年
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
メ
ラ
会
社
対

N
L
R
B事
件
で
次
の
よ
う
に
判
示
し
、
よ
り
厳
格
な
司
法
審
査
を
要
求
し

た
。
「
い
ま
ま
で
裁
判
所
は
、
局
委
員
会
の
裁
定
の
基
礎
と
な
る
証
拠
の
実
質

性
〈
ω
c
g
g三
E
E旬
。
『

2FL020〉
を
、
そ
の
認
定
に
反
す
る
証
拠
も
し

く
は
反
対
の
推
定
が
可
能
な
証
拠
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
認
定
を
支

え
る
一
証
拠
に
基
づ
い
て
の
み
決
定
し
え
た
。
し
か
し
、
新
た
な
立
法
(
行
政

手
続
法
一

O
条
例
・
引
用
者
注
)
は
、
審
査
に
関
す
る
か
よ
う
な
理
論
を
は

っ
き
り
排
斥
し
、
そ
の
よ
う
な
憤
行
を
も
禁
止
し
て
い
る
。
証
拠
の
実
質
性

を
考
慮
す
る
際
、
記
録
中
に
あ
る
が
ま
っ
た
く
重
視
さ
れ
て
い
な
い
証
拠
を

も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
、
両
法
(
タ
フ
ト
・
ハ
ー
ト

裁

判

所

は

、

全

記

録

(
え
5
g
円
四

no丘
〉
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
定
め
ら
れ
た
趣
旨

で
あ
る
ザ
以
上
は
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
メ
ラ
ル

1
ル
」
と
称
さ
れ
、
爾
後

の
裁
判
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
な
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

こ
の
「
ル
l
ル
」
自
体
の
あ
い
ま
い
さ
も
あ
っ
て
、
現
実
に
は
そ
れ
ほ
ど
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
本
判
決
の
実
質
的
効
果

は
、
む
し
ろ
審
査
す
る
判
事
の
「
心
が
ま
え
」
や
「
姿
勢
」
に
与
え
た
影
響

で
あ
っ
た
、
と
指
摘
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
ov

レ
l
法
、
行
政
手
続
法
・
引
用
者
注
)
の
中
で
、

た
し
か
に
、
こ
の
種
の
問
題
に
つ
き
、
司
法
審
査
の
明
確
な
基
準
を
一
義

的
に
定
め
る
の
は
不
可
能
に
近
く
、
司
法
審
査
は
、
事
案
毎
の
判
断
に
委
ね

ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
は
、
実
質
的
証
拠
法
則
と
は
、
結
局

公
正
さ

(
E
3
2乙

の
観
点
か
ら
司
法
審
査
を
す
べ
し
、
と
の
要
請
に
す

(叩〉

ぎ
な
い
と
い
う
ジ
ャ
ッ
フ
ェ
の
指
摘
が
当
を
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
裁
判
所
は
、
上
述
し
た
事
実
認
定
の
外
に
、
局
委
員
会
の
法

的
判
断
及
び
救
済
命
令
の
適
否
に
つ
い
て
も
独
自
の
判
断
を
く
わ
え
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
局
委
員
会
の
命
令
の
全
部
も
し
く
は
一
部
を
執
行

す
る
、
修
正
し
て
執
行
す
る
、
取
消
す
判
決
を
下
対
こ
の
判
決
は
、
継
続

北法26(4・165)755

的
差
止
命
令
の
性
質
を
有
し
、
そ
の
違
反
は
裁
判
所
侮
辱
を
構
成
す
る
こ
と

と
な
る
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
上
述
の
判
決
を
な
す
以
前
に
、
正
当



料

く旦
はつ
制適
止切
命

令 E
r、、 Fキ

zE 
3 o.. 
宮司
'" 0 司、<: ?t 

百とL

rと

2 若
丸所
~ 7J~ 
E 思
:.料
品す

色毒
。写E
円 介也ー

) 的

を救
発済
布も
すし

資

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
一

O
条

ωよ
の
差
止
命
令
と
同
じ
目
的
を
有
す
る

措
置
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
差
止
命
令
に
つ
い
て
は
、
ノ
リ
ス
・
ラ
ガ
1
デ

ィ
ア
法
の
適
用
が
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

〈
1
〉
一

O
条
例
。

〈

2
〉

ω件
。
吋

r
m
2同
s
z
z
-
F
n
-
〈‘

y向
。

H
h
a
w
ω

一N
司・

M
L
-
8・

(
の
〉

M
-
-
田町一山)由同一

c
m
-
H
Z
F
m∞
〈
・
吋
O
C
F
Y同
町
田
・
。
ョ
ニ

ωω
由

C
ω
・印

3.
〈一

80)
え
印
∞
ν
・
但
し
、
傍
論
。

(
3
)
申
請
す
べ
き
時
期
に
つ
い
て
は
明
確
な
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
存
し

な
い
。
た
と
え
ば
、

Z
F
H
N∞
〈
・
、
H，c仏
品
。
0・
E
P
-
-
吋
ω
明
日

ι

吋O
印
・
(
の
〉
ツ
}
出
品
叩
)
で
は
、
裁
定
後
一
年
一
一
一
ヶ
月
経
過
後
の
申

請
を
違
法
な
ら
ず
と
し
て
い
る
。

(

4

)

〉
E
2
F
Sロ
Z
巾戸、
ω
同出向】ぬ門司
zr一zroHd
〉
田
正
〈
・

2
F
H
N戸
一
∞
口

同り・

M
L
品一山岨

(
(
U
K

戸
ア
一
回
印
一
〉
・

(
5〉
円
三
2
5
t
c
E
}
C口一
o
p
C
E
Z仏
〉
三
0
5
3
z
r
w
〉
2
c
m宮
2

B
L
〉
問
ユ

E
F
Z
E
E
-
3
2
円
巧
ミ
r
g
〈・

ω
8
2
0
-チ

ω
∞M

C
・
ω・
M
C
?
(
-
8
3
・

ハ
6
〉
一

O
条
刷
。

(
7〉
宮
戸
(U三
-Dnyhv
回

C
E凹
件
。

5
・

C閉

y
n
E
J
匂

-
U
N
・

〈
8
)
命
令
の
再
審
奈
が
連
邦
地
裁
で
は
な
く
控
訴
審
に
委
ね
ら
れ
た
理

由
に
つ
い
て
は
、
本
稿
叶
五
四

O
頁
注
(
3〉
を
み
ら
れ
た
い
。

(
9〉
一

O
条
例
。

(
叩
〉
一

O
条
例
。

(
日
)
実
質
的
-
証
拠
法
則
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
等
を
参
照
さ
れ
た

猪
俣
幸
一
「
実
質
的
証
拠
l
行
政
委
員
会
審
決
の
司
法
審
査
の
範

囲
」
法
曹
時
報
三
巻
六
号
〈
一
九
五
一
年
〉
。

和
問
英
夫
「
司
法
審
査
の
限
界
と
実
質
的
証
拠
の
理
論
」
公
法
研

究
八
号
(
一
九
五
三
年
〉
。

西
岡
久
鞠
「
行
政
庁
の
事
実
認
定
と
実
質
的
証
拠
」
佐
賀
大
法
経

論
集
六
巻
一
・
二
号
(
一
九
五
九
年
〉
。

(門は
)

Z
「
HN∞〈・

cm-o
司『
c
g
n
E
D
Z
ω
2
i
n
p
H口口よ

ω吋
印
司
・
日
仏

怠
ア
(
{
υ

〉

mw
呂
田
吋
)
白
骨
印
O
?
は
、
「
一
般
的
に
い
っ
て
、
証
言

の
信
溶
性
は
、
審
問
官
や
局
委
員
会
が
決
定
す
べ
き
事
項
で
あ
る
」

と
判
示
し
て
い
る
。

(
日
川
)
事
実
認
定
は
陪
審
員
の
判
断
に
委
ね
る
と
い
う
コ
モ
ン
ロ
ー
上
の

原
則
も
こ
の
「
実
質
的
証
拠
法
則
」
と
深
く
関
連
す
る
、
と
い
わ
れ

る
o
m陣内町ロ・£同
N
2ぽ
言
。
『
出
口
《
山
吉
岡
ω

C

『
〉
《
山
口
M
Z
-
a
g円
ca-

]
邑
田
2
E
L
]ロユ
m
m
-
S
E
R
S丘
円
、
白
老
何
冊
〈
F
E
F
〈
o-
・
印
∞
(
一
回
品
。
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唱

-
N
M
・

(
け
門
)
た
と
え
ば
、
の
CED--与
え
め
門
日
開
仕
切
Oロ
C
0・〈
-
z
r
m
p
ω
口問

C-

∞
-
一
回
ア

c
a∞
)
え

NNU
・
は
、
「
合
理
的
に
思
考
す
る
人
が
そ
の

結
論
を
支
持
す
る
に
充
分
で
あ
る
と
認
め
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
適



亡コ

切
な
証
拠
」
と
し
、
ま
た
、

Z
F
-
G
〈・

(
U
C
E
E
Z印
刷

E
自
己
E
間
保

ω
?
の
O
J
ω
口

m
d
-
ω
-
M
S
-
c
u
ω
由
〉
え

MUU
・
は
、
「
そ
こ
か
ら

係
争
事
実
が
合
理
的
に
推
断
さ
れ
う
る
よ
う
な
、
ー
事
実
の
実
質
的
基

礎
を
提
供
す
る
証
拠
」
と
判
示
し
て
い
た
。

〈
日
)
同
条
は
、
審
査
の
範
囲
に
つ
き
定
め
、
そ
の
末
尾
で
「
裁
判
所

は
、
右
の
決
定
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
記
録
の
全
部
叉
は
当
事
者
が

援
用
す
る
部
分
を
審
査
し
、
結
果
に
影
響
す
る
寝
庇
の
法
則
を
充
分

に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

〈ぽ山〉

C
E〈
2
v
p一の
E
号
E
n
D弓
・
〈
-
Z
F
M
N切・

ω品
O
C・
ω
-
A
3
p

(
一
一
白
一
)
凶
丹
念
山
吋
1
1
1

品目山∞・

(
げ
)
冨

2
2
注目
W

叫，

rmcoz-o宮
口

mut-円
亡
者
・
(
一
回
吋
一
〉
ヤ
∞
∞
ω
・

〔
問
)
」
凶
『
p
・
4
=丘
三
位
一
河
内
〈
言
者
二
凶

crag己
主
開
三
ι。ロ口
O

D

ロ
子
∞

巧
z
r
F
n
c己目
3
5
3三
亡
者

F
i
。F
E
-
-
2
今回印一〉

℃・一一
~ω
白・

〈川は
)
-
E
L
-
-
℃・一日
ω
∞

〈
初
)
一

O
条
例
。

(
引
〉
一

O
条
刷
。

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

二
裁
判
所
侮
厚
手
続

控
訴
審
に
よ
り
執
行
力
付
与
の
申
請
が
認
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
局
委
員
会

の
命
令
に
強
制
力
が
付
与
さ
れ
る
に
い
た
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
命
令
H
判

ハ
1
X
E
V

決
違
反
は
、
裁
判
所
侮
辱
を
構
成
し
、
違
反
者
は
、
拘
束
さ
れ
、
も
し
く
は

罰
全
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
命
令
違
反
に
対
す
る
直
接
的
サ
ン
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
。

裁
判
所
侮
辱
手
続
開
始
の
前
提
と
し
て
、
命
令
違
反
の
有
無
を
調
べ
る
の

は
、
地
方
支
局
の
任
務
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
、

〈

S
V

事
務
総
長
が
侮
辱
手
続
を
開
始
す
る
。
そ
の
手
続
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
局

委
員
会
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
局
委
員
会
の
関
与
は
、
「
承

認
」
だ
け
に
限
定
さ
れ
、
自
ら
が
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
は
い

な
い
。
そ
の
本
来
の
任
務
が
準
司
法
的
な
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

〈

4
X
5〉

あ
る
。
ま
た
、
申
立
人
自
身
も
、
独
自
に
手
続
き
を
開
始
し
え
な
い
。
不
当

労
働
行
為
の
禁
止
が
あ
く
ま
で
も
「
公
的
」
な
立
場
か
ら
な
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
権
利
が
「
公
権
」
で
あ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

な
お
、
こ
の
問
題
の
検
討
は
三
章
で
な
す
。

さ
て
、
事
務
総
長
に
よ
り
侮
厚
手
続
が
開
始
さ
れ
る
と
、
控
訴
審
は
、
訴

答
に
よ
り
、
ま
た
は
自
ら
事
件
を
審
理
し
、
も
し
く
は
証
拠
を
調
べ
る
特
別

《

aU】

主
事
ハ
m
宮内

E

3混
同
作
む
を
任
命
し
て
、
命
令
違
反
の
有
無
を
調
べ
、
‘
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
適
当
な
措
置
を
と
る
。
通
常
、
ま
ず
、
違
反
行
為
の
中
止

北話会2-6(4・(67)757

も
し
く
は
命
令
内
容
の
履
践
を
要
求
し
、
そ
れ
に
も
従
わ
な
け
れ
ば
民
事
侮

厚
と
し
て
罰
金
を
課
す
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。

以
上
が
裁
判
所
侮
辱
手
続
の
概
略
で
あ
る
。
で
は
、
運
営
の
実
際
は
ど
う



料

か
。
こ
の
点
を
詳
細
に
論
じ
た
パ

l
ト
シ
ッ
ク
(
∞
R
ぎ
丘
口
)
と
ラ
ノ
フ
一

円

B
V

(戸田口
O
R
)

は
、
当
該
手
続
は
十
分
利
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な
い
と

。)

し
、
そ
の
理
由
と
し
て
以
下
を
あ
げ
る
。

第
一
は
、
機
構
上
の
欠
陥
。
そ
の
一
と
し
て
、
侮
辱
手
続
を
履
行
す
る
専
門

資

職
員
の
不
足
が
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
手
続
を
専
門
に
取
り
扱
う

鐙
訴
審
謀
(
〉
宅
乙

-a仰の
EH同
切

B
2
5
中
の
侮
厚
手
続
係
色
。
ロ
件
。
ョ
三

し待
カミ ♀ 

西日 5 
置じ
さ y

;}~ ;i 
-

r石
T"， 

いこ

苧宅
一一
片手
事色
慢の
刀ミ 院と

を査
会 議
u' 員
毎(
に 2
N 宮
L ミ
R 5. 
B @ 
の 〉

職
員
を
訴
状
作
成
官
(
「
号
『
百
四
白
3
0
3
4
)
と
し
て
任
命
し
、
彼
ら
を
し

て
手
続
を
開
始
さ
せ
し
め
る
。
そ
の
際
、
相
手
側
職
員
の
同
意
が
必
要
と
さ

れ
る
が
、
磯
田
貝
の
多
く
は
、
担
当
し
て
い
る
仕
事
に
さ
し
っ
か
え
る
と
の
理

由
で
容
易
に
同
意
し
よ
う
と
し
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
か
よ
う
に
、
専
門
職

員
数
が
非
常
に
少
な
く
、
さ
ら
に
、
そ
の
不
足
を
補
う
体
制
も
不
十
分
で
あ

る
点
に
、
迅
速
な
手
続
開
始
を
阻
害
す
る
原
因
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
こ

と
し
て
、
局
委
員
会
自
体
が
当
該
手
続
を
独
自
に
開
始
し
え
な
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。
局
委
員
会
の
権
限
は
、
手
続
開
始
の
「
承
認
」
だ
け
に
限
定
さ

れ
て
お
り
、
事
務
総
長
の
不
作
為
(
手
続
を
開
始
し
な
い
こ
と
)
を
有
効
に

チ
ェ
ッ
ク
し
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
事
務
総
長
と
局
委
員
会
の
見
解
が
対

立
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
命
令
の
迅
速
立
つ
効
果
的
な
履
行
が
阻
害
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

第
二
は
、
侮
厚
手
続
上
の
欠
陥
。
そ
の
一
と
し
て
、
立
証
の
問
題
、
が
あ
げ

ら
れ
る
。
局
委
員
会
が
不
当
労
働
行
為
の
認
定
を
す
る
際
に
要
求
さ
れ
る
証

明
の
程
度
は
、
証
言
の
優
越
(
言
。
吉
正
2
2
8
0町
営

住

E
Cロ
ち
で
足
り
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る
と
さ
れ
る
。
一
方
、
侮
辱
手
続
上
要
求
さ
れ
る
証
明
の
程
度
は
、
そ
れ
以

上
に
「
明
確
且
つ
説
得
力
の
あ
る
証
明
(
乙
命
日

ω
E
Bミ
zi品
買
gσ

が
必
要
と
さ
れ
る
。
罰
金
等
を
課
す
前
提
で
あ
る
が
ゆ
え
の
措
置
で
あ
る
。

か
よ
う
に
侮
辱
手
続
に
お
い
て
よ
り
厳
格
な
-
証
明
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
「
不
当
労
働
行
為
」
と
し
て
認
定
さ
れ
な
い
事
案
が

〈日〉

あ
り
う
る
こ
と
を
怠
味
す
る
。
こ
れ
は
、
命
令
の
効
果
的
な
履
行
を
大
い
に

阻
害
す
る
原
因
と
い
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
し
て
は
、
侮
厚
手
続
に
お
い
て
局

委
員
会
の
専
門
技
術
性
が
十
分
生
か
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る

of」れ

は
、
そ
の
一
と
し
て
あ
げ
た
事
項
と
も
関
連
す
る
。
裁
判
所
は
、
当
該
手
続

に
お
い
て
、

N
L
R
B
に
そ
の
判
断
を
委
ね
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
問
題

た
と
え
ば
、
パ
ッ
ク
ベ
イ
の
額
や
復
職
の
内
容
等
ま
で
も
「
独
自
」
に
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
行
政
委
員
会
制
度
を
設
置
し
た
趣
旨

が
こ
の
点
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
諸
々
の
欠
陥
ゆ
え
に
、
裁
判
所
侮
厚
手
続
を
介
し
て
命
令

を
強
制
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
い
、

と
思
わ
れ



る
。
し
か
し
、
こ
の
点
を
強
く
批
判
す
る
論
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
裁
判
所
の
地
位
の
高
さ
ゆ
え
で
あ
ろ
う

か
。
前
述
し
た
よ
う
に
「
任
意
履
行
」
を
重
視
す
る
が
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
問
題
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

亡才

ハ
1
)

裁
判
所
侮
辱
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
己
『
裁
判
所
侮
辱
の
諸
問

題
』
(
一
九
四
九
年
)
及
び
時
国
康
夫
「
ア
メ
リ
カ
連
邦
裁
判
所
に
お

け
る
差
止
命
令
違
反
の
制
裁
」
『
仮
処
分
の
研
究
下
』
所
収
〈
一
九
六

六
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

2

)

裁
判
所
侮
障
に
は
、
民
事
侮
同
時

(
n
E
-
Sロ宮
B
Z〉
と
刑
事
侮

厚

(
Q
-
5
5と
の

B
Z
E
Z
)
が
あ
る
。
両
者
の
相
違
に
つ
い
て
は
、

宮
g
r
o
d
-
R
¥債の
C
ロ
g
g又
a
F
2
2
2
5ロ
♂
〔

U
E】

E
L
P
F
E
i

s--sわ
O
E
S
F
u
r
m宅
問

2
5
4
F
〈C
]

お
(
一
句
会
〉
七
・
芯
P
以

下
を
み
ら
れ
た
い
。

(
3〉
ω

H

V

・
湖
一
三
・

5
・

ハ
4
)

〉
B
己目白
B
え
E
C
E
H
q
t司
2
r巾
『

ω

〈・

(U050一
三
え
邑
閉
山
《
官
。
ロ

。
p
・
ωouc.ω
・
M
m
ア
(
一
U
A
口一)・

(
5
U

も
っ
と
も
、
申
立
人
は
途
反
の
事
実
を
事
務
総
長
に
通
知
す
る
こ

と
は
で
き
る
。

(
6
)

司
・
∞
日
同
G
丘
n

b

H

0
・
Fω
ロO
R
¥
・
何
百
己
ω江
口
間
同
町
ぬ

ω同E
四

mr

〉
由
巳
ロ
為
、
吋
弘
同
l
z
m
ユ
-a。
。
ロ
庁
内
ヨ
ロ
GE--w
、H，F
σ
C
E
-
c
h
の
Z
B伺
G

C
君

列

2
F何言・

5
一・

ω
U
〈一回吋
N
)

同y
M
m
一
・
現
実
に
は
、
自
ら
事

件
を
審
査
す
る
場
合
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
同
Y
N
m
M
-

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

(
7〉

5
M
Lよ
℃

M
m
印・

(
8〉
下
表
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
侮

居
時
手
続
が
開
始
さ
れ
る
事
案
は

ご
く
少
数
で
あ
り
、
ま
た
、
当

該
手
続
が
開
始
さ
れ
た
と
し
て

も
「
侮
辱
」
と
さ
れ
た
事
例
は

必
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
な

い
。
出

LLJ
勺
℃

-

M
印吋
1
1
M
印∞・

(
9
〉
正
門
田
ニ
宅
-

M

ヰ
l
N
3・

(
叩
〉

FE--
下

M
8・

(
竹
川
)
岡
山
，

mr
ア=↓
r
。ZFHN
∞
E
L
丹

『

め

の

02z-wuω
ニ耳吋ゲ
2
m
-
A山

仏
・

吋一戸内

51ω
間口
2
〉
円
昨
日
〉
P
R
吋
m
ロ

JF曲
目
・
(
一
回
品
印
)

H

Y

8

・

(

門

は

)

智

2
2
-
n
h
r
z
g止
は
、
特
別
主
事
と
し
て
行
政
法
裁
判
官
、

労
働
法
・
労
使
関
係
論
の
専
門
家
も
し
く
は
専
門
の
労
働
仲
裁
人
を

選
任
す
ベ
し
、
と
提
唱
し
て
い
る
。
毛
・

2
7
宅
・
日
∞

TMUD-

期時

第
三
節

N
L
R
B
の
機
構

不
当
労
働
行
為
を
禁
止
す
る
役
割
は
、
行
政
委
員
会
た
る
N
L
R
B
に
委

北法26(4・169)759

ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
裁
判
所
よ
り
も
行
政
委
員
会
の
方
が
よ
り
迅
速

且
つ
柔
軟
に
事
件
を
処
理
し
う
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
統
一
的
処

理
に
も
適
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
委
員
会
の
全
職
員

が
一
体
、
と
な
っ
て
行
動
す
る
の
が
好
ま
し
い
。
と
は
い
え
、
不
当
労
働
行
為



ギ}

の
認
定
は
、
あ
く
ま
で
も
準
司
法
的
権
能
で
あ
り
、
被
申
立
人
の
手
続
上
の

権
利
が
十
分
に
保
障
さ
る
べ
き
こ
と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
、
実
効

性
あ
る
政
策
施
行
と
被
申
立
人
の
権
利
を
い
か
に
調
整
す
べ
き
か
の
問
題
が

生
ず
る
。
こ
の
要
誌
に
「
機
俄
的
」
に
こ
た
え
た
の
が
、
同
一
行
政
機
関
内

資

に
お
け
る
告
発
権
能
と
準
司
法
的
権
能
と
の
「
内
部
分
離
」
の
構
想
で
あ
っ

た。

N
L
R
B
は
、
こ
の
構
想
を
ほ
ぼ
完
全
に
実
現
し
、
告
発
権
能
は
事
務

総
局
に
、
準
司
法
的
権
能
は
局
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
排
他
的
に
委
ね
ら
れ
て

円

E
)

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
機
関
の
下
に
多
く
の
部
門
を
霞
い
て
い
る
。

以
下
が

N
L
R
B
の
機
構
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の

機
構
の
概
略
に
つ
い
て
論
ず
る
。

(
l
)
N
L
R
B
の
内
部
分
離
構
想
に
つ
い
て
は
、
本
稿
付
五
二
二
[
五

二
五
頁
、
五
四
三

i
五
四
五
頁
を
み
ら
れ
た
い
。

一
事
務
総
局

(
0
2
2
え
の

2
2と
の

2
=凶
己
)

事
務
総
局
の
主
要
な
権
限
は
、
不
当
労
働
行
為
の
申
立
を
調
査
し
、
そ
の

結
果
、
違
反
あ
り
と
思
料
す
る
場
合
に
救
済
請
求
状
を
発
布
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
審
問
の
際
に
は
、
不
当
労
働
行
為
の
立
証
や
事
案
に
応
じ
た
救

A
パ

I
)

門

2
〉

済
請
求
を
す
る
。
さ
ら
に
、
命
令
遵
守
の
有
無
を
調
査
し
、
不
遵
守
の
場
合

に
は
執
行
力
付
与
の
耐
'
請
を
し
、
そ
の
後
も
違
反
が
継
続
し
て
い
た
な
ら
ば

裁
判
所
侮
厚
手
続
を
開
始
す
る
。
い
わ
ば
、
告
発
権
能
を
行
使
し
て
い
る
、

rs 

と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
権
限
は
、
前
述
し
た
適
法
手
続
の
見
地
か

ら
、
原
則
と
し
て
局
委
員
会
か
ら
完
全
に
独
立
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
強

く
要
請
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
救
済
請
求
状
発
布
ハ
拒
否
)
処
分
に
つ

い
て
は
、
局
委
員
会
の
審
査
は
ま
っ
た
く
及
ば
な
い
。
さ
ら
に
、
司
法
審
査

さ
え
も
認
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
事
務
総
局
の
こ
の
権
限
は
、
極
め
て
強
力

と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
濫
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
申
立
人
の

「
権
利
」
を
不
当
に
侵
害
す
る
可
能
性
が
大
き
い
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
三
章
で
検
討
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
事
務
総
局
の
そ
の
他
の
主
要
な
権
限
と
し
て
は
以
下
が
あ
げ

ら
れ
る
。

第
一
一
は
、
緊
急
救
済
制
度
の
実
施
に
関
す
る
。
す
な
わ
ち
、

一O
条
仙
及

び

ω上
の
差
止
命
令
の
発
布
申
請
を
連
邦
地
裁
に
な
す
権
限
で
あ
る
。

ぉ
、
前
述
の
よ
う
に
、

一
O
条

ωの
差
止
命
令
の
申
請
に
関
し
て
は
、
局
委

員
会
の
承
認
、
が
必
要
と
さ
れ
る
。
局
委
員
会
は
、
こ
の
限
度
で
あ
れ
告
発
に

〈

8
〉

も
関
与
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、

一
O
条

ωの
差
止
命
令
に
関
し
て

は
、
局
委
員
会
の
承
認
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
当
該
申
請
を
す
る
か
否
か
に

っ
き
裁
量
の
余
地
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

第
二
は
、
地
方
支
局
の
職
員
(
現
地
調
査
官
・
地
方
法
務
官
・
地
方
支
局

北法26(4・170)760

な



長
)
の
指
揮
監
替
モ
あ
る
。
統
一
的
な
政
策
実
施
の
た
め
で
あ
る
。
な
お
、

準
司
法
的
権
限
を
行
使
す
る
行
政
法
裁
判
官
及
び
局
一
委
員
会
委
員
の
法
律
補

は
、
当
然
の
よ
う
に
そ
の
指
揮
監
督
の
対
象
と

佐
官

(
z
g
-
E
3
g三〉

+
」
民
工
‘
つ
炉
ム
、
。

t
v
J
'
'
p
y
，e
J
P
U
 

第
三
は
、
九
条
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
な
す
、
交
渉
代
表
者
の
選
出
で
あ

ハ
7
〉

る。

仁3

次
円
以
上
の
諸
権
限
を
行
使
す
る
事
務
総
局
の
各
機
関
に
つ
い
て
検
討

を
く
わ
え
る
。

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

事
務
総
局
の
長
は
事
務
総
長
で
あ
り
、
後
は
、
大
統
領
に
よ
り
四
年
の
任

〈

8
)

期
で
任
命
さ
れ
る
。
そ
の
任
命
に
は
!
院
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
し

m
g
v
 

て
、
彼
の
下
に
以
下
の
各
部
門
が
お
か
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
政
策
実
施
に
関
連
す
る
も
の
。

①
運
営
管
理
部
〈

U
Z
Z
E
C『
。
宮
百
三

0
5
玄白
E
向。
5
3。
。
現
地
で
の

事
件
処
理
を
監
督
、
調
整
す
る
。
ま
た
、
よ
り
効
果
的
な
処
理
シ
ス
テ
ム
の

開
発
・
研
究
を
な
す
。

②
助
言
(
〉
品
〈
}
口
岳
部
。
新
し
い
も
し
く
は
複
雑
な
論
点
に
つ
き
、
地
方
支

局
に
指
針
を
与
え
る
。
ま
た
、
種
々
の
研
究
活
動
も
な
す
。

③
異
議
申
立
処
理
室

(
0
5
2
9『
〉
3
2一
)
。
救
済
請
求
状
発
布
拒
否
処
分

に
対
す
る
異
議
申
立
を
処
理
す
る
。

④
執
行
訴
訟
(
何
三
2
2
5
3骨
亡
伸
一
問
主
D
=
)

部
。
控
訴
審
に
お
け
る
執
行

及
び
取
消
訴
訟
で

N
L
R
B
を
代
表
す
る
。
ま
た
、
裁
判
所
侮
臨
時
手
続
を
開

始
、
遂
行
す
る
。

さ
ら
に
、
内
部
運
品
目
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
⑤
管
理
(
〉
L
B
E
Z
E
l

t
g〉
部
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
予
算
配
分
、
人
事
管
理
等
を
な
す
。

ま
た
、
全
国
三
一
ケ
所
に
地
方
支
局
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
地
方
支
局

は
、
地
方
支
局
長
、
地
方
法
務
官
及
び
現
地
調
査
官
を
中
心
に
構
成
さ
れ

る
。
圧
倒
的
に
多
く
の
事
件
が
こ
の
地
方
支
局
段
階
で
処
理
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
1〉
三
条
刷
。

(

2

)

命
令
が
現
実
の
労
使
関
係
に
い
か
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
か

は
、
実
務
上
及
び
理
論
上
極
め
て
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
点
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い

わ
れ
る
。
∞
2
2丹
市

-p
」
J
r
m
Z
F
何
回
ぶ
〉
丘
口
会
B
立

2
7
m
z
r

冨
ω
r
F
E
四
日
-
m
g
g
p
cロ
ι
2
5
0
〉

ι
B
5
2昨
E
Z
5
M
M
3
2
P戸百

〉

a・w

・
J
p
r
F也
君

]ozSω
】

W

〈D
一
・
吋
但
(
一
回
吋
〔
〕
)
司
・
勾
∞
・

(
3
)
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
産
業
平
和
の
達
成
の
た
め
、
と

指
摘
さ
れ
る
。
河
口
F
g
ω
P
R
o
s
nゆ
え
の
3
2乙
の
oz=m乙
む
『

子
m
z
r何回・
3
γ
ω
r
D
H
F
S
2
』

C
E
『ロω
ケ
〈
o
-
-
M
〈一回目一)℃・
1

一品

(
4
)
の
忌
乱
。
-
は
、
事
務
総
長
は
局
委
員
会
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
も

の
で
は
な
い
と
し
、
以
下
を
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
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料

。ωσ
ユ
己
・
=
、
『
7
0

同N
d
r
o『
三
百

Z
F
同州∞。
m
口。
3
-
n
c
cコ晃一・
3

戸
川
凶

-
v
D門
戸

凶

ノ

ミ

』

0
5
5
7
〈

D
}
・
日
目
(
一
回
吋
印
〉
同
y

∞ア

①
事
務
総
長
は
、
自
ら
の
立
場
が
局
委
員
会
に
よ
っ
て
頻
繁
に
く

つ
が
え
さ
れ
る
の
を
お
そ
れ
る
。

②
予
算
配
分
に
つ
い
て
は
局
委
員
会
に
強
い
権
限
が
認
め
ら
れ
て

い可。。@
一
般
的
に
、
局
委
員
会
の
委
員
長
が

N
L
R
B
全
体
の
長
と
み

な
さ
れ
て
い
る
。

④
法
の
文
一
一
一
一
口
は
「
独
立
」
で
あ
る
旨
明
確
に
定
め
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

(
5〉
そ
の
他
の
権
限
と
し
て
、
全
国
緊
急
事
態
の
際
、
使
用
者
の
最
終

提
案
が

4

労
働
者
が
受
け
い
れ
る
か
?
の
か
に
関
す
る
選
挙
の
主
宰
が
あ

げ
ら
れ
る
(
二

O
九
条
刷
)
。
な
お
、
「
全
国
緊
急
事
態
」
に
つ
い
て

は
、
井
上
英
夫
「
タ
フ
ト
・
ハ

l
ト
レ

1
法
全
国
緊
急
事
態
条
項
の

機
能
と
そ
の
問
題
点
」
比
較
法
学
一

O
巻
一
号
(
一
九
七
五
年
)
及

び
辻
秀
典
「
ロ

B
と
丘
刊
の
口
一

r
p
z
a
g
E一
閉
古
2
m
gミ
ω
E
r
g
-

(
紹
介
)
」
政
経
論
叢
二
四
巻
二
号
(
一
九
七
四
年
〉
を
み
ら
れ
た

(

6

)

裁
判
所
侮
厚
手
続
の
開
始
に
つ
い
て
も
局
委
員
会
の
承
認
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。

(
7〉
こ
の
権
限
は
、
一
九
四
七
年
八
月
に
局
委
員
会
か
ら
事
務
総
長
に

委
託
さ
れ
た
。
弓
子
〉

5
5
-
F
3込
え

z
r河
田
・
同
》
・
∞
・

〈

8
)
3条
刷
。

資

(
9
)

一
九
七
二
年
七
月
に
組
織
変
更
が
な
さ
れ
て
本
文
の
よ
う
な
組
織

と
な
っ
た
。
宮
口
の
三
一
o
n
r
h町
悶
日
ロ
ω
丹
江
口
噌
。
℃
-
n
F
了
間
V

・
∞
口
・
そ

れ
以
前
は
、
訴
訟

(
F
E
問主
D
ロ
)
部
、
運
営
(
O
官
。

z
t
E
C
部

及
び
管
理
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
、
と
い
わ
れ
る
。

ω己
〈

2
Z円四・

0
h
v

内
~
-
7

・勺・

ω
一
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二
局
委
員
会

S
S
H
L〉

局
委
員
会
は
、
不
当
労
働
行
為
の
認
定
及
び
そ
れ
に
基
づ
い
た
救
済
命
令

の
発
布
を
そ
の
主
要
な
権
限
と
す
る
。
準
司
法
的
権
限
を
行
使
す
る
わ
け
で

あ
る
。
な
お
、
団
交
代
表
の
選
出
手
続
に
関
し
て
は
、
地
方
支
局
長
の
処
分

(
交
渉
単
位
の
決
定
・
交
渉
代
表
者
の
認
証
)
に
対
す
る
再
審
査
を
な
す
権

限
を
有
す
る
。

局
委
員
会
の
構
成
は
、
四
名
の
委
員
と
一
名
の
委
員
長
よ
り
な
る
。
彼
ら

〈
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は
、
大
統
領
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
そ
の
任
命
に
は
上
院
の
承
認
が
必
要
と
さ

れ
る
。
任
命
方
法
に
つ
い
て
は
事
務
総
長
の
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ

る
。
た
だ
、
任
期
に
つ
い
て
は
五
年
で
あ
り
、
事
務
総
長
の
そ
れ
よ
り
一
年

長
い
。
そ
し
て
、
各
委
員
会
毎
に
二

O
数
名
の
法
律
補
佐
官
が
配
属
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
少
数
の
委
員
が
数
多
く
の
事
件
を
迅
速
に
処
理
す
る
た
め

の
不
可
欠
な
措
置
で
あ
る
。
と
こ
ろ
、
が
、
個
々
の
委
員
毎
に
法
律
補
佐
官
が

配
属
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
律
補
佐
官
相
互
間
で
の
仕
事
の
重
複
が
多



く
な
り
、
そ
れ
が
事
件
処
理
遅
延
の
主
要
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
、
と
指
摘

〈
ら
ば

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
題
に
対
す
る
有
効
な
対
策
は
い
ま
だ
提
唱

〈
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さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
法
律
補
佐
官
以
外
に
局
委
員
会
の
仕
事
を
補
佐
す
る
も
の
と
し
て

〔

7
〉

ば
以
下
の
機
構
等
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

H 

①
事
務
長
室

(
0
2
2
9
[
何
百
円
C
C
Z
ω
2司
m
g
q
)。
処
理
事
件
の
順
位
、

事
件
配
分
、
全
委
員
に
よ
る
協
議
会
の
準
備
等
裁
定
が
円
滑
且
つ
迅
速
に
な

さ
れ
る
た
め
の
措
置
を
な
す
。

②
法
務
官

S
o
r
n
-
Z円
)
室
。
法
的
問
題
及
び
政
策
問
題
に
つ
き
局
委
員
会

不当労働行為制度によって保護される「権利」の性質

に
種
々
の
助
言
を
な
す
。

③
情
報

R
E
F
s
-
g
)
部。

N
L
R
B
の
事
件
処
理
の
実
態
に
関
す
る
種

々
の
情
報
を
公
開
す
る
。

④
行
政
法
殺
判
官
部
。
行
政
法
裁
判
官
に
事
件
配
分
を
す
る
。

(
1〉
と
は
い
え
、
局
委
員
会
が
告
発
段
階
に
ま
っ
た
く
関
与
し
て
い
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
、
一

O
条

ω上
の
差
止
命
令
の

発
布
申
請
及
び
裁
判
所
侮
辱
手
続
の
開
始
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置

の
「
承
認
」
と
い
う
限
度
で
あ
れ
、
や
は
り
関
与
し
て
い
る
と
み
ら

れ
よ
う
。

(
2〉
同

州

・

戸

棚

-
C
M
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m吋
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(
3〉
局
委
員
会
は
、
し
ば
し
ば
当
該
委
員
会
の
委
員
の
多
く
を
任
命
し

た
大
統
領
の
名
前
を
付
し
て
よ
ば
れ
る
。
た
と
え
ば
、
何
回
ω
g
r
c耳
耳

切

S
&
と
か
関

2
5仏
可

l]crロ目。ロ∞

g三
と
か
で
あ
る
。
。
3
Z
B

は、

N
L
R
B
が
準
司
法
的
権
限
を
行
使
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
十
分
先
例
を
遵
守
し
な
い
理
由
と
し
て
、
委
員
が
自
分
を
任
命
し

た
政
権
の
政
策
を
自
ら
の
裁
定
に
反
映
す
る
が
ゆ
え
、
と
指
摘
し
て

い
る
。
。
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三
条
例
。
な
お
、
委
員
の
任
命
の
際
、
当
該
人
物
が
労
使
双
方
に

う
け
い
れ
ら
れ
る
か
が
十
分
考
慮
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
任
命
に
あ

た
っ
て
も
十
分
な
恨
回
し
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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法
律
補
佐
官
の
制
度
は
、
ヮ
グ
ナ
l
法
期
の

N
L
R
B
が
採
用
し

て
い
た
「
審
査
課
(
河
内
ぐ
芯
耳

ω
2
E
Cロ
)
」
の
か
わ
り
に
設
置
さ
れ

た
も
の
で
あ
る

J

法
律
補
佐
官
の
相
互
の
仕
事
の
重
複
を
避
け
る
た

め
に
は
、
や
は
り
審
査
課
類
似
の
制
度
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
う
な

れ
ば
、
委
員
で
は
な
く
審
査
謀
自
身
が
実
質
的
な
裁
定
を
下
す
、
と

い
う
批
判
が
再
現
す
る
で
あ
ろ
う
。

(
7
)
ω
ニ
〈
号
ゲ
ミ
予
告

-n-7
宅・

8
1
ω
日・

北法26(4・173)763


